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序序章章  計計画画策策定定のの背背景景とと目目的的  

 

 福井県及びえちぜん鉄道沿線市町村は、平成 14 年 1 月 22 日の知事・沿線市町村長会議での合

意に基づき、それぞれの役割分担によって、えちぜん鉄道の支援を行ってきました。 

 県は、平成 14 年度から運転再開に必要な工事費、資産取得費等の運転・開業資金以外の初期投

資額、設備投資補助の負担を実施してきましたが、「11 年目以降の設備投資等、今後新たに大幅

な設備投資が必要となる場合等については、県と市町村が必要に応じて協議を行う」とされてお

り、平成 24 年度以降の設備投資については未定となっていました。 

 また、沿線市町村は、運行開始した平成 15 年度から鉄道の運行に伴う欠損補填を行ってきてお

り、平成 15 年 12 月 26 日の県と沿線市町村の合意では、「沿線市町村は平成 14 年 1 月 22 日の県

との合意事項に基づき、今後、支援スキームによる 10 年間の欠損補填はもとより、それ以降の欠

損についても引き続き補填していくものであり、鉄道事業の長期的な継続に責任を持つ」ことと

しています。 

 そこで、平成 24 年度以降の設備投資のあり方や欠損補填のあり方について新たな支援スキーム

として位置づけた「えちぜん鉄道公共交通活性化総合連携計画」では、えちぜん鉄道を地域の発

展を支える「生活関連社会資本」として位置づけ、鉄道経営者としての自立性を高めるとともに、

永く次世代に引き継ぐために必要な支援策をとりまとめました。 

 今回の「えちぜん鉄道交通圏 地域公共交通網形成計画」は前計画を継承しつつ、えちぜん鉄道及

びえちぜん鉄道に接続するバス交通を含めた生活交通の範囲を交通圏と捉え、新たな地域公共交通

とまちづくりの計画を策定するものです。 

 

 

 

 

 



第 1 章 公共交通をとりまく社会経済情勢の変化 

- 2 - 

第第１１章章  公公共共交交通通ををととりりままくく社社会会経経済済情情勢勢のの変変化化  

１－１ えちぜん鉄道交通圏の位置・地勢・沿革 

地域住民の生活交通の足として、鉄道のみならずバスを含めた移動範囲を交通圏※として捉え、

えちぜん鉄道交通圏の位置、地勢、沿革について整理します。 

※えちぜん鉄道交通圏：えちぜん鉄道各駅とバス路線網を有機的に結合することで、都市の

発展が期待できる交通領域で、福井市、勝山市、あわら市、坂井市、

永平寺町、大野市に及ぶエリア 

 

（１）えちぜん鉄道の位置 

えちぜん鉄道は福井市、勝山市、あわら市、坂井市、永平寺町の 4市 1町を走っています。

このうち勝山永平寺線は、福井駅から永平寺・勝山方面へ向かう 27.8km、三国芦原線は、あ

わら・坂井方面へ向かう 25.2km の路線です。福井駅でＪＲ北陸本線やＪＲ越美北線と、田原

町駅で福井鉄道福武線と結節しています。また、平成 19 年 9 月に福大前西福井駅と新田塚駅

の間に、新駅として八ツ島駅と日華化学前駅が開業しました。 

 

（２）バス交通の位置 

京福路線バスは福井駅を発着の拠点として、福井市、勝山市、あわら市、坂井市、永平寺

町、大野市を結ぶ 5市１町等を走っています。 

コミュニティバスやデマンドバスは、各市町において地域特性を活かした運行が行われ、

住民の身近な移動手段として利用されています。 

またえちぜん鉄道や京福バスでは、福井市中心部や鉄道駅と大型商業施設等とを結ぶ巡回

バスを運行し、買物利用者の利便性を高める取り組みが行われています。 

図-えちぜん鉄道交通圏のエリア 
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（３）えちぜん鉄道交通圏の地勢 

勝山永平寺線は、福井市・永平寺町・勝山市を結ぶ路線であり、福井市の福井駅から市街

地～河岸段丘～山地へと続き、終点の勝山駅がある勝山市では特別豪雪地帯に指定され、冬

期間は積雪量が多い地域を走っています。また勝山駅と大野市街地がバス路線により接続さ

れています。沿線周辺には恐竜博物館やスキージャム勝山、大本山永平寺、越前大野城を始

めとする観光施設、大学や高校などの教育機関、医療機関が立地しています。 

三国芦原線は、福井市・あわら市・坂井市を結ぶ路線であり、福井市の福井駅から市街地(住

宅密集地域)～福井平野を縦断し、日本海に面する三国港まで走っています。沿線周辺には東

尋坊やあわら温泉を始めとする観光施設、大学や高校等の教育機関、医療機関や大規模企業、

商業施設等が立地しています。 

 

（４）えちぜん鉄道の設立の経緯 

えちぜん鉄道の前身である京福電気鉄道越前本線の存続問題は平成 4 年から起こり、事業

者から一部路線の廃線・バス転換が表明されていました。平成 10 年度から 4 年間、地域住民

の生活の足を確保するため、県及び沿線市町村が運行費等の助成を行い、また廃線の対象と

なる沿線市町村・地域住民による「乗る運動」が展開されてきました。 

このような状況で、平成 12 年 12 月と翌 13 年 6 月に 2 度の列車衝突事故を起こし、2 度

目の事故翌日からは鉄道全線の運行が停止し、バス代行輸送が行われることとなりました。

平成 13 年 7 月には国土交通省中部運輸局から「安全確保に関する事業改善命令」を受け、同

年 10 月には事業者が鉄道事業廃止届を提出しました。 

しかし、鉄道は輸送力が大きく、通勤・通学や地域住民の日常生活を支えるものであるこ

と、定時性に優れた公共交通機関として、特に積雪時における移動手段の確保には不可欠で

あり、また、地域活性化やまちづくりの観点からも重要な社会基盤であるとの認識から、地

域住民の強力な鉄道存続運動を受けて、県と沿線市町村は第 3 セクター方式で、越前本線と

三国芦原線を存続させることとなりました。平成 14 年 9 月には、えちぜん鉄道が設立され、

平成 15 年 10 月に全線開通しました。 

また、京福電気鉄道時代は、鉄道路線が大野市の市街地（大野三番地区（京福大野駅））ま

で延びていましたが、昭和 35 年の国鉄越美北線開通後は競合によって乗降客が減少しました。

さらにモータリゼーションの進展により、昭和 49 年に勝山⇔大野間が廃止され、以降は京福

バスによる輸送に替わりました。 
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１－２ 交通圏市町の地域状況 

（１）交通圏６市町の人口 

交通圏 6 市町全体の人口について平成 14 年度を 100 とし、平成 26 年度の人口指数をみる

と、福井県全体では 95.3、6 市町全体では 95.8 となっており、福井県全体と同じような人口

減少幅となっています。 

各市町別では、福井市と坂井市はほぼ横ばいであり、勝山市、あわら市、永平寺町、大野

市で減少しています。 
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資料：福井県の推計人口（各年 10 月 1 日現在）

図：福井県及び各市町の人口推移 
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（２）年齢構成別の人口 

平成 27 年 4 月 1 日時点での年齢構成別の人口は、6市町の合計でみると「60 歳～64 歳」「65

歳～69 歳」「40 歳～44 歳」の人口が多く、年少人口は減少しています。 
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資料：福井県の推計人口（平成 27 年 4 月 1 日現在）

図：各市町の年齢別人口構成 
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（３）通勤・通学流動 

平成 22 年度における沿線市町間の通勤・通学による人の流れは、常住市町内での移動が最

も多いものの、全体的に福井市への流出が多くなっています。特に永平寺町においては常住

市町内での移動より、福井市への流動が最も多くなっています。あわら市においては、福井

市への流出より坂井市への流出数の方が多くなっています。 

 

 

 

総数 福井市 大野市  勝山市 あわら市  坂井市  永平寺町 その他県内 県外 不詳

107,918 544 283 1,534 6,939 1,718 8,282 1,328 1,405
83.0% 0.4% 0.2% 1.2% 5.3% 1.3% 6.4% 1.0% 1.1%

2,756 11,388 1,441 38 239 202 226 91 61
16.8% 69.3% 8.8% 0.2% 1.5% 1.2% 1.4% 0.6% 0.4%

2,181 1,216 7,360 60 376 437 127 157 106
18.1% 10.1% 61.2% 0.5% 3.1% 3.6% 1.1% 1.3% 0.9%

3,426 13 12 6,896 3,529 133 161 682 90
22.9% 0.1% 0.1% 46.2% 23.6% 0.9% 1.1% 4.6% 0.6%

16,037 91 135 3,864 23,006 1181 972 876 337
34.5% 0.2% 0.3% 8.3% 49.5% 2.5% 2.1% 1.9% 0.7%

5,008 107 254 134 819 3,994 303 103 304
45.4% 1.0% 2.3% 1.2% 7.4% 36.2% 2.7% 0.9% 2.8%

計 230,880 29,408 1,971 2,125 5,630 11,902 3,671

従業・通学　市区町村

129,951福井市

常
住
市
区
町
村

16,442

12,020

14,942

46,499

11,026

大野市

勝山市

あわら市

坂井市

永平寺町

 

表-従業地・通学地別、通勤・通学別流動人口（15 歳以上） 

資料：総務省「平成 22 年度国勢調査」 
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102.4

103.9

96.6

99.6

100

104.4

101.5

96.2

94

96

98

100

102

104

106

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

福井県

福井市

勝山市

あわら市

坂井市

永平寺町

大野市

（４）自動車運転免許保有者数 

自動車運転免許保有者数は、平

成18年と平成26年を比較すると、

福井市・坂井市・永平寺町で増加

し、勝山市・あわら市・大野市は

減少しています。 

平成 26 年の福井県の指数

（102.4）と比べると、坂井市

（104.4）と福井市（103.9）は福

井県を上回り、運転免許保有者数

の伸びが大きくなっています。 

 

 

（５）自動車運転免許返納者数 

自動車運転免許の返納者数は、福井県全

体・各市町ともに増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪運転免許返納者への支援≫ 

 制度開始 対象者 支援策 

福井市 H24.4.1 65 歳以上の市民 

・顔付き住基カードの交付手数料免除 

・反射材の交付 

・「福井の特産品セット（5千円相当）」の交付抽選の参加 

勝山市 H19.4.1 65 歳以上の市民 

・コミュニティバスおよび市内バスの無料乗車券の交付を

支援決定者が死亡または転出などにより勝山市の住民票

から削除されるまで 

・写真付住基カードの無料交付 

永平寺町 H18.2.13 60 歳以上の町民 ・コミュニティバスの乗車無料 

坂井市 H25.4.1 65 歳以上の市民 
・コミュニティバスの無料乗車券の交付（10 年間） 

・写真付住基カードの交付手数料免除 

あわら市 H24.4.1 65 歳以上の登録者 ・乗合タクシー100 円引き（3年間） 

大野市 H24.4.1 65 歳以上の市民 

・まちなか循環バス、市営バス、乗合タクシー、広域路線

バス（大野線、勝山大野線）の大野市内区間について、

乗車無料券を交付（交付枚数の限度なし 10 年間） 

資料：市町別自動車運転免許保有者数 

（中部運輸局福井支局、福井県警察本部） 

資料：市町別自動車運転免許保有者数（福井県警察本部）

表・図・-福井県全体と各市町別の自動車運転免許返納者数の推移 

102

211 258

349
443

613

774

1,033

36

54 69
94

99

288
364

543

0

200

400

600

800

1,000

1,200

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

福井県 沿線6市町

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26
福井県 102 211 258 349 443 613 774 1,033
福井市 16 22 29 28 12 123 159 256
勝山市 0 4 12 24 27 31 46 56
あわら市 7 8 9 32 0 22 26 37
坂井市 2 3 2 0 41 69 82 117
永平寺町 3 9 3 1 3 10 7 17
大野市 8 8 14 9 16 33 44 60

沿線6市町 36 54 69 94 99 288 364 543
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（６）観光入込客数 

市町別の観光入込客数は全体的に横ばいで推移しています。平成 23 年は 1 月～2 月の大雪、

3 月の東日本大震災、6 月には高速道路ＥＴＣ休日特別割引（上限千円）の無料化実験終了、7

月は天候不順による海水浴客の減少等の要因が重なり入込客数が落ち込みました。平成 25 年は

経済政策等による景状感が改善し観光需要が回復したことや、ゴールデンウィークや夏季に好

天に恵まれたこと等により入込客数が増加に転じています。 

※平成 23 年度以降に坂井市の入込客数が激減しているのは、芝政ワールドの推計方法を変更したため 

2,832 3,043 3,193 3,155 3,122
3,099

1,454 1,558 1,545
1,568 1,702

1,736

5,449 5,315

3,777 3,907
4,331

4,431

683 627 564 558 637
671

1,411 1,305
1,258

1,382

1,549 1,819
1,456

1,806

1,507

1,515 1,522

1,913

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

市町別観光入込客数（各年1月日～12月31日）

福井市 勝山市 坂井市 永平寺町 あわら市 大野市

（千人）

 

332

1,223

53 145 249 467 418
212

975

115
467 154

25
128

207

138 1,087
38

1,449

764

73

1,007 132

363 180
463

64

473

17
86

31

355

990

298

92
63

115

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

自然 文化・歴史 産業観光 ｽﾎﾟｰﾂ・

ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

温泉 買物 行・祭事 イベント

平成26年度 市町別 目的地別入込状況

福井市 勝山市 あわら市 坂井市 永平寺町 大野市

（千人）

2,328

4,632

760

1,866
1,617

830 752 884

 
 

2,124 2,212

1,863 1,830 1,917 1,967

1,330 1,256 1,190 1,169 1,236
1,234

300 273 285 279 303
319

806 806
687 694 788 873

336 396 331 301 316

302
0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

県外発地別入込客数（各年1月1日～12月31日）

関西地区 中京地区 関東地区 北陸地区 その他

（千人）

 
 

（７）全国的なインターネットの利用動向 

日常生活や観光目的において、

パソコンや携帯電話はさまざまな

情報を得るためのツールとして必

要不可欠なものとなりました。平

成 25 年末の情報通信機器の普及

状況は、「携帯電話・PHS」94.8％、

「パソコン」81.7％で、「携帯電

話・PHS」の内数である「スマー

トフォン」は、62.6％と急速に普

及が進んでいます。また、インター 

ネットの利用目的として、ホーム 

ページやブログの閲覧、地図情報サービスや乗換案内・ルート検索等にも多く使われています。 

県外発地別入込客数は平成 24 年までは

減少傾向でしたが、平成 25 年は北陸新幹

線金沢開業を見据え、首都圏や北陸新幹線

沿線地域でのプロモーションを強化した

ことにより、増加に転じています。 

図- 家庭内･家庭外からのインターネット利用目的・用途 
出典：平成 26 年度版情報通信白書 

出典：福井県観光入込数（推計） 
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１－３ えちぜん鉄道交通圏の状況 
えちぜん鉄道交通圏の駅周辺施設や公共交通・道路状況について整理します。 

 

（１）駅周辺の施設 

勝山永平寺線沿線は、「越前新保駅」周辺に高校や大型の病院が立地しています。「越前開

発駅」周辺には、平成 23 年 1 月に、ハローワーク及び労働基準監督署が移転立地しました。 

三国芦原線沿線は、「田原町駅」周辺や「福大前西福井駅」周辺において大学や高校の教育

機関が集積しており、「あわら湯のまち駅」周辺や「三国港駅」周辺では宿泊・温浴施設が多

数立地しています。また、「大関駅」「太郎丸駅」「新田塚駅」「日華化学前駅」の各駅周辺で

は大規模企業が立地しています。 

 

（２）観光・交流施設 

観光入込数が 5 万人以上の主要行・催事である「勝山左義長まつり」「三国祭」「三国花火

大会」「福井フェニックスまつり」「越前時代行列」等は、えちぜん鉄道各駅から最寄りの場

所で開催されています。 

また、観光入込数が 5 万人以上の主要観光地である「東尋坊」「大本山永平寺」「恐竜博物

館」「芝政ワールド」「あわら温泉」「三国湊街並み散策」「平泉寺白山神社」「大野まちなか観

光」等も、駅から発着しているフィーダーバスで結ばれている観光地です。 

 

（３）えちぜん鉄道とバス交通の状況 

各市町で運行しているコミュニティバスは、その多くがえちぜん鉄道の各駅に接続した運

行形態となっています。福井市・勝山市・永平寺町では鉄道とのダイヤ調整が行われており、

利便性が高くなっています。 

またえちぜん鉄道の一部駅には路線バスが乗入れ、「三国駅」「あわら湯のまち駅」「永平寺

口駅」「勝山駅」は、主要な観光地へのアクセス拠点にもなっています。 

 

（４）主要道路交通網の状況 

勝山永平寺線方面には、国道 416 号（勝山街道）や県道が並行して走っています。中部縦

貫自動車道（永平寺大野道路）は永平寺東 IC～上志比 IC 区間（平成 28 年度開通）を除き、

大野 IC～福井北 IC が開通し、高速ネットワークの形成が図られています。 

三国芦原線方面は、芦原街道(県道 5 号 福井加賀線)と嶺北縦貫道（県道 29 号 福井金津線）

が並行して走っており、東西方向の道路は鉄道駅付近を走っています。 

 

（５）北陸新幹線の状況 

北陸新幹線は長野⇔金沢間が平成 27 年 3 月 14 日に開通し、首都圏との交流人口の増加や

ビジネス需要の増大が期待されています。福井県内においては、金沢～敦賀間の開業が平成

34 年に予定されており、今後、新幹線を含めた交通への対応が求められます。 
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■公共交通の接続状況（平成 27 年 4 月 1 日現在） 

（南北方向の接続状況） 

えちぜん鉄道駅 自治体のコミュニティバス等との接続 京福路線バスとの接続 

坂
井
市 

三 国 港 雄島ルート(150ｍ) 
89a・89b 金津東尋坊線(100ｍ) 

95 三国運動公園線(100ｍ) 

三   国 
基幹 三国坂井ルート、浜四郷ルート、

雄島ルート、加戸・三国東部ルート 

9 路線：16・25・89b・89a・91・95・ 

96・97・98 

三 国 神 社 
基幹 三国坂井ルート、浜四郷ルート、

雄島ルート、加戸・三国東部ルート(150ｍ) 
95 三国運動公園線(150ｍ) 

水   居 － － 

あ
わ
ら
市 

あわら湯のまち デマンド区間（登録者のみ利用可） 
93 北潟線 

89b 金津・東尋坊線(三国駅前先回り) 

番   田 デマンド区間（登録者のみ利用可） － 

本   荘 デマンド区間（登録者のみ利用可） 91 金津・本荘線(80ｍ) 

坂
井
市 

大   関 
基幹 三国坂井ルート（右回り）(120ｍ)

坂井（十郷関）ルート(120ｍ) 
－ 

下 兵 庫 
基幹 三国坂井ルート（右回り・左回り）(130ｍ)

坂井（坂井西部）ルート(130ｍ) 
－ 

西 長 田 
基幹 丸岡春江ルート（右回り・左回り）(100ｍ)

春江北部東部ルート(100ｍ) 
－ 

西 春 江 
基幹 丸岡春江ルート（右回り・左回り）(110ｍ)

春江北部東部ルート(110ｍ) 

春江西部中部ルート(110ｍ) 

－ 

太 郎 丸 春江西部中部ルート(200ｍ) 28 運転者教育センター線(180ｍ) 

福
井
市 

鷲 塚 針 原 － － 

中   角 － － 

新 田 塚 乗合いタクシー高屋ルート 26 福井総合病院線(180ｍ) 

八 ツ 島 日新さんさんバス (80ｍ) 
20.21 幾久・新田塚線(290ｍ) 

28 運転者教育センター線(290ｍ) 

日華化学前 日新さんさんバス (230ｍ) 
20.21 幾久・新田塚線(300ｍ) 

28 運転者教育センター線(300ｍ) 

福大前西福井 日新さんさんバス (60ｍ) 
20.21 幾久・新田塚線(200ｍ) 

28 運転者教育センター線(200ｍ) 

田 原 町 すまいるバス田原・文京ルート(150ｍ)

26 福井総合病院線(100ｍ) 

31a 丸岡線（大名町経由）(100ｍ) 

30 高木線(100ｍ) 

西 別 院 すまいるバス田原・文京ルート(100ｍ)
20.21 幾久・新田塚線(300ｍ) 

31b 丸岡線（町屋町経由）(300ｍ) 

黒字：駅前広場に乗入れ 

青字：鉄道駅からバス停までの距離が 50ｍ以内 

赤字：鉄道駅からバス停までの距離が 300ｍ以内 
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（東西方向の接続状況） 

えちぜん鉄道駅 自治体のコミュニティバス等との接続 京福路線バスとの接続 

 

勝   山 

― 46 勝山・大野線 

勝
山
市 

ぐるりん（越前大仏・平泉寺口方面）

ぐるりん（恐竜博物館・水芭蕉方面）

市内観光バス（越前大仏・平泉寺口方面）

市内観光バス（恐竜博物館・水芭蕉方面）

乗合タクシー（９路線） 

46 勝山・大野線 

48 北郷線 

比   島 遅羽線（デマンド区間） － 

発   坂 鹿谷線 － 

保   田 － － 

小 舟 渡 － － 

永
平
寺
町 

越 前 竹 原 上志比地区コミュニティバス － 

山   王 上志比地区コミュニティバス － 

越前野中 上志比地区コミュニティバス(100ｍ) － 

轟 － － 

光明寺 － － 

下志比 － － 

永 平 寺 口 永平寺地区コミュニティバス 

82 丸岡・永平寺線 

87ab 永平寺・東尋坊線(永平寺・芦原温泉駅)

88 永平寺・東尋坊線(永平寺・東古市)

  福井・永平寺線（特急） 

志比堺 － － 

松   岡 
松岡地区コミバス吉野コース 

松岡地区コミバス松岡コース 

37 大学病院線（松岡駅経由） 

82 丸岡・永平寺線 

83 大学病院・松岡線 

観音町 松岡地区コミバス松岡コース(100ｍ) － 

福
井
市 

越前島橋 － － 

東藤島 － 37 大学病院線（松岡駅経由）(300ｍ) 

追分口 － － 

越 前 新 保 あおぞらくん新保・大和田巡回バス 37 大学病院線（松岡駅経由）(140ｍ) 

越前開発 － － 

福 井 口 － 37 大学病院線（松岡駅経由）(180ｍ) 

新福井 すまいるバス城東・日之出方面(180ｍ) 6 路線：21、31b、35、36、53,54(180ｍ)

福   井 

すまいるバス田原・文京方面 

すまいるバス照手・足羽方面 

すまいるバス木田・板垣方面 

すまいるバス城東・日之出方面 

 

 
黒字：駅前広場に乗入れ 

青字：鉄道駅からバス停までの距離が 50ｍ以内 

赤字：鉄道駅からバス停までの距離が 300ｍ以内 

大
野
市 
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（１）駅を中心とした施設 
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（２）各市町の観光・交流施設 
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（３）コミュニティバスの運行状況 

（平成 27 年 4 月 1日現在）
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（４）路線バスの運行状況 

（平成 26 年 4 月 1日現在）
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（５）主要道路網の状況 
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（６）上位関連計画 

本計画の策定にあたって各沿線市町の上位関連計画において、公共交通は以下のように位

置づけられています。 

都市名 公共交通の考え方 

福井市 

【改訂福井市都市計画マスタープラン H22.3 策定】 

◇目標年次：平成 42 年 

◇理念：暮らしの豊かさを実感できる「歩きたくなる」まち 

◇暮らしの豊かさを支える視点と推進方針 

≪生活の視点：身近な生活空間づくり≫ 
・持続可能な地域を支える拠点づくり（地域拠点の形成） 

自動車に過度に依存した行動を見つめなおし、一定のまとまりを有する日常生

活圏ごとに、公共交通と連携した場所を地域拠点と位置づけ、日常生活を支え

る機能の集積を誘導します。 

≪交流の視点：移動の骨格づくり≫ 

・全域交通ネットワーク実現のため公共交通の骨格づくり 

JR福井駅を中心として既存ストックを活かした公共交通ネットワークを実現す

るため６方向（南北 2 方向・東西 4 方向）の公共交通幹線軸を基本として鉄道

やバス等の利便性を高めるとともに、拠点となる駅やバス停などへのアクセス

を向上します 

 

【福井市観光ビジョン H20.2 策定】 

◇目標年次：平成 29 年 

◇理念：福井市民が誇りを持てる 住んで楽しい観光まちづくり 

◇施策体系 

≪方向性 2 周辺地域との連携強化≫ 
・魅力をつなぐ広域観光のネットワークづくり 

福井市の周辺にある観光地や市内の観光施設などを結び、福井市を拠点とした

広域観光を実現する観光周遊バスや観光タクシーなどによる観光交通ネットワ

ークの充実を推進します。また既に運行されている鉄道やバスなどのより便利

で快適な乗り継ぎを推進し、観光の足として機能を高めていきます。 
 

【第２期福井市中心市街地活性化基本計画 H25.4 策定】 

◇目標年次：平成 30 年度 

◇テーマ：官民協働のまちなかにぎわいステージづくり 

◇基本方針 

≪方針１ 観光客・来街者の行き交い、おもてなしなど いろどりを整える≫
・行き交いのいろどりを整える事業の展開 

交通結節機能の強化や公共交通サービスの向上、自転車利用環境の向上に向け

て、低床車両への更新、コミュニティバス事業、公共交通のまちなかフリーキ

ップ導入、駐輪場整備等を行う 

≪方針２ 魅力あるまい、生活、働く環境を充実する≫ 
・魅力ある住まいの環境を充実する事業の展開 

既存ストックの有効活用や建替え居住の促進に向けて、住宅のリフォーム補助、

住宅建設補助、家賃補助等を行う 
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都市名 公共交通の考え方 

勝山市 

【勝山市総合計画 H23.3 策定】 

◇目標年次：平成 32 年度 

◇理念：エコミュージアムによる ふるさとルネッサンスの実現 

◇施策の中項目：人にやさしい交通体系の確立 

≪利用しやすいバス体系の整備と利用促進≫ 
各地区の利用者のニーズを把握し、高齢者など、車を運転できない交通弱者が

利用しやすいバス体系の整備を図ります 

≪乗りやすい鉄道の整備と利用促進≫ 
勝山の特色を活かした事業や観光地と連携した地域密着型の電車利用促進を行

い、利用者の増加と地域の活性化を図ります 

 

【改訂勝山市都市計画マスタープラン H23.3 策定】 

◇目標年次：平成 32 年度 

◇基本目標：「小さくてもキラリと光る誇りと活力に満ちたふるさと勝山」の実現

◇公共交通網の配置・整備方針 

≪えちぜん鉄道の利用促進≫ 
高齢者や通勤・通学者に対する移動性の確保、環境負荷の軽減などを図るため、

鉄道事業者と連携しながら、えちぜん鉄道の利用を促進し更なる活等を検討し

ます。 

≪生活交通環境の整備≫ 
えちぜん鉄道勝山駅を起点に運行されているコミュニティバス・市内バスに加

えデマンドバスや乗合タクシーも含めて、きめ細かいバス運行体系の整備を図

るとともに、まちづくりや観光施策とも連携しながら生活交通環境の整備を促

進します。 

坂井市 

【坂井市総合計画 H20.3 策定】 

◇目標年次：平成 29 年度 

◇将来像：輝く未来へ…みんなで創る希望の都市 

◇施策の大網：安心で快適な暮らしを支えるまちづくり 

≪鉄道輸送の充実と利用促進≫ 
えちぜん鉄道三国芦原線の各駅において、駅舎の美化やバリアフリー化の環境

整備を進めます。特に市街地に位置する鉄道駅では、景観にも配慮した駅舎の

整備や情報発信などの機能充実、駅周辺の整備、駅へのアクセス性の向上など、

地域の玄関口・拠点にふさわしい環境整備に努めます。 
 

【坂井市都市計画マスタープラン H20.6 策定】 

◇目標年次：平成 39 年度 

◇理念：輝く未来へ…みんなで創る希望の都市 

◇施策の大網：車に過度に依存しない多様な交通体系整備の方針 

≪鉄道とバスの密接な連携による公共交通の充実≫ 
・公共交通機関を円滑に乗り継ぐことができる環境整備 

鉄道バスの利用を促進するため、駅へのアクセス道路の整備充実、駅周辺にお

ける駐車場や駐輪場の確保やバリアフリー化を図ります。 
えちぜん鉄道三国駅等を中心としてコミュニティバスとの連携を確保し、安心

して公共交通を利用できる環境を整えます。 
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都市名 公共交通の考え方 

永平寺町 

【永平寺町総合振興計画 H20.3 策定】 

◇目標年次：平成 29 年度 

◇将来像：うるおい・やすらぎ・人がきらめくまち えいへいじ 

◇施策大網：公共交通体系の整備と利用促進 

≪えちぜん鉄道の支援≫ 
通学者への利用促進とイベント等での連携強化により地域をあげて積極的に電

車利用を促す 
マイレール意識の高揚として、駅舎周辺の管理・美化・清掃等を自ら実施する

ために、町民・行政・えちぜん鉄道・サポート団体が協力し、電車が安全確実

で欠くことのできない住民の足であるという PR 活動を普段より展開していき

ます。 

≪バス交通体系の整備≫ 
効率的で効果的なバス交通体系のネットワーク化を図り、日常の利便性向上を

図るコミュニティバスの運行等、交通弱者の足の確保に努め、路線バスとコミ

ュニティバスと電車の結節を、利用者に便利なように整備していきます 

 

【永平寺町都市計画マスタープラン H22.3 策定】 

◇目標年次：平成 42 年度 

◇将来都市像：水と歴史に学び誇りを紡ぐ「住み続けたい」緑のまち 

◇交通体系の整備方針： 

貴重な地域資産である鉄道を活かした公共交通ネットワークの強化・充実 

○鉄道駅の利便性向上・機能拡充 

・本庁舎、各支所の最寄駅とその周辺において優先的なバリアフリー整備 

・住民利用者が確実に見込まれる場合は新駅設置や運行改善に取組む 

○駅周辺の定住支援施策の実施 

・鉄道駅周辺区域への定住に対する補助額の上乗せ等、住宅需要を駅周辺で受止める

○鉄道とバスの連携強化による利便性の向上 

・コミュニティバスのサービス水準の維持と充実 

・えちぜん鉄道とバスの乗継ぎ利便性を高めるための、共通 IC カード導入への働き

かけ 

○自転車利用の利便性向上による鉄道の利用促進 

・サイクルトレインの利用促進とレンタサイクルの配備・充実 

○広域連携による公共交通で通勤通学可能なエリアの拡大 

・福井市北部におけるバス網とえちぜん鉄道勝山永平寺線との連絡強化 

○玄関口となる鉄道駅の案内機能の強化 

・永平寺口駅、松岡駅、志比堺駅の観光情報案内の強化 

○車窓から望む美しい風景づくり、観光交流との連携 

・四季ごとの車窓からの眺望スポットの紹介や企画電車の運行による乗って楽し

い鉄道づくりの促進 

・瓦屋根の風情ある駅舎や鉄道遺産を活かした観光交流のまちづくり 

○地域住民によるまちづくり活動の促進 

・駅舎の清掃や簡易修繕、駅舎内の模様替え等、地域の遺産としたまちづくりの促進

○町民等による公共交通利用促進 

・「えちぜん鉄道電車利用促進助成金」の利用促進に向けた広報の充実と公共交通

の利用促進 
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都市名 公共交通の考え方 

あわら市 

【あわら市都市計画マスタープラン】 

◇目標年次：平成 37 年度 

◇将来像：多様な自然と温泉情緒が誘う 生活感動都市 

◇公共交通の方針 

・路線バスは通勤や通学、買物、通院など日常的に不可欠な公共交通として確保

するとともに、観光客への利便性向上に努めます 

・乗合タクシーは路線バスではカバーしきれない部分を担うバスシステムとして、

だれもが利用しやすい自由度の高い運行に努めます 

・えちぜん鉄道あわら湯のまち駅周辺は、交通結節機能を強化するとともに、温

泉街ならではの情報発信や市民の交流、にぎわいの拠点として多目的な機能を

導入強化します 

大野市 

【第 5次大野市総合計画】 

◇目標年次：平成 32 年度 

◇将来像：ひかりかがやき、たくましく、心ふれあうまち 

◇基本施策：公共交通体手段の確保 

≪バス運行の充実≫ 
・試験運行の結果を基に、利便性の高い運行体系や効率的な運行方法など、大野

市に合った持続可能な公共交通体系を構築します。 

 

【改訂大野市都市計画マスタープラン】 

◇目標年次：平成 42 年度 

◇まちづくりの目標：豊かな自然環境や歴史、文化を大切にし、 

市民の誇りと交流が育まれる 元気なまち  

◇公共交通の方針 
・越前大野駅では、鉄道とバスの乗り継ぎの改善や駅前広場の整備を行い、市民

や来訪者の利便性の向上に努めます 
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１－４ 地球温暖化対策とエネルギー問題 

二酸化炭素（以下 CO２）を始めとする温室効

果ガスの排出量が急増し、1906 年から 2005 年

の 100年間で地球の平均気温は 0.7℃(本県では

1.4℃)上昇しています。また、「気候変動に関す

る政府間パネル(IPCC)」の第 5 次評価報告によ

ると、21 世紀末には地球の気温は最大 4.8℃、

海面水位は最大 82cm 上昇すると予測されてい

ます。 

温室効果ガスの排出を抑制し、地球温暖化を

防止することは国際的な緊急課題であり、平成

9 年 12 月に京都で開催された「気候変動枠組条

約第 3 回締約国会議(COP3)」では、先進国の温

室効果ガスの排出削減目標を定めた京都議定

書が採択されました。 

わが国の CO２排出量のうち運輸部門からの

排出※１が 18％で、このうち 9 割弱が自動車に

起因するものとなっています。 

また福井県の 1世帯あたり自家用乗用車保有

台数※２は、平成 25 年 3 月末時点で 1.77 台とな

っており、全国 1 位となっています。このこと

から、CO２排出量を抑制し、低炭素社会の実現

を目指すため、自家用乗用車への過度の依存か

ら、環境負荷の小さい公共交通機関への利用転

換を進める必要があります。 

※１ 国土交通省における地球温暖化対策について【概要】 

※２ 一般財団法人 自動車検査登録情報協会 公表資料 

図-旅客輸送機関別の二酸化炭素排出量 

図-二酸化炭素の部門別排出量の割合(2012) 

図-運輸部門における二酸化炭素排出量の推移(2012 確定値)

資料：国土交通省「運輸部門における二酸化炭素排出量」

資料：国土交通省「運輸部門における二酸化炭素排出量」 

資料：JCCA「日本の部門別二酸化炭素排出量」 

図-二酸化炭素排出削減に向けた活動イメージ 

資料：福井市都市交通戦略 
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第第２２章章  ええちちぜぜんん鉄鉄道道のの状状況況  

２－１ えちぜん鉄道の状況 

（１）年度別利用人員の推移（フェニックス田原町ラインを除く） 

乗車人員の推移は開業後順調に利用者数を伸ばしていますが、平成２６年度は３２５万人で

前年度の乗車人員を上回ることができませんでした。 

平成２１年度は微減に転じていますが、これは景気後退や高速道路上限千円等の影響を受け

たものと推定されます。 
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3,152,200

3,233,985

3,246,153

3,260,214

3,257,467

 
図- 年度別利用者人員推移 

 

（２）通学・通勤定期利用人員の推移（フェニックス田原町ラインを除く） 

通学定期利用は開業後から増加を維持しています。平成２４年度と平成 25 年度は減少してい

ますが、平成 26 年度は増加に転じています。 

一方、通勤定期利用は、平成２０年度の原油高騰により、マイカーからの転換によって定期

利用が大きく増加しました。平成 21 年度と平成 25 年度は減少に転じましたが、通勤定期はプ

ラス５％で増加しています。 
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図- 年度別 通学定期 利用人員推移 図- 年度別 通勤定期 利用人員推移 
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（３）回数券利用人員の推移（フェニックス田原町ラインを除く） 

回数券の利用人員の推移は、開業か

ら増減を繰り返しています。平成 25

年度は、消費増税前の駆け込み需要に

より利用者の増加がみられました。  

 

 

 

 

図- 年度別回数券利用人員推移 

 

 

（４）非日常利用人員の推移（フェニックス田原町ラインを除く） 

非日常の利用人員の推移は平成 21

年度以降、横ばいで推移していました

が、平成 25 年度は 10 周年記念事業等

により増加に転じています。 

 

 

 

 

 
図- 年度別非日常利用人員推移 

 

 

（５）フェニックス田原町ライン利用人員の推移 

利便性向上と地域間交流の促進を

目的に、平成 24 年 10 月 1 日から、 

三国芦原線と福井鉄道福武線との

間で連絡運輸を開始しました。利用者

層としては通勤定期が最も多く、次い

で通学定期となっています。 
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（６）路線別の利用人員の推移 

三国芦原線利用人員の推移は、平成 21 年度に減少に転じたものの、全体的に増加傾向で推移

しています。 

勝山永平寺線利用人員の推移は、平成 21 年度以降、増減を繰り返しながら推移しています。 
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図- 三国芦原線 利用人員推移 図- 勝山永平寺線 利用人員推移 

 

（７）デマンドバス利用者の推移 

テクノポート号は、継続的な

営業活動により大幅に乗車人

員が増加しました。 

あおぞらくんは、平成 24 年

度以降、減少傾向にあります。 

 

 

 

図- テクノポート号実績 図- あおぞらくん実績 

 

（８）えちてつサポーターズクラブ会員数の推移 

サポーターズクラブの会員数は、平成 22 年度以降増加を維持し、平成 25 年度に一旦減少し

ましたが、平成 26 年度は増加に転じています。一方、サポーターズクラブ会員の利用者数の推

移は、平成 23 年度以降、減少傾向にあります。 
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図- 年度別サポーターズクラブ会員の推移 図-年度別サポーターズクラブ会員利用者の推移 

※黄色が６５歳以上のゴールド会員、青色が一般会員
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第第３３章章  ええちちぜぜんん鉄鉄道道交交通通圏圏ににおおけけるるババスス交交通通のの状状況況  

３－１ えちぜん鉄道交通圏におけるバス交通の状況 

（１）路線バスの状況と機能 

路線バスは福井駅や三国駅前等、複数を拠点に放射状に路線が張り巡らされており、51 路

線、112 系統のバスが運行されています。 

１系統の片道距離はさまざまですが、最も短い系統は約 2km、最も長い系統は約 40km、所

要時間は最も短い時間で 10 分以内、最も長い時間で１時間以上となっています。 

また、路線バスは日常生活に最も身近な公共交通であることから、地域生活を維持する路

線や、広域的な都市を結ぶ幹線交通手段としての役割を担っています。 

 

表-京福バスが運行するバス路線一覧（平成 26 年 4 月 1 日現在） 

路線 系統 起　　点 主な経過地 終　　点
標準所
要時間
（分）

運行回数 支援区分
乗車密度

（OD）
輸送人員

（OD）

往 38.9 70

復 38.7 67

往 37.9 66

復 37.7 65

往 37.5 66

復 37.5 64

往 12.3 31

復 12.3 31

往 15.9 32

復 15.9 34

往 16.2 32

復

往 8.6 16

復 8.6 26

往

復 19.3 41

往 10.4 26

復 9.1 26

往 13.8 35

復 13.1 35

往 21.5 50

復 21.4 47

往 11.6 17

復 11.6 19

往 26.6 45

復 26.6 45

往 36.8 71

復 36.8 70

往 15.6 34

復 15.6 34

循 21.9 52

往 11.8 30

復 11.8 26

15

16

17

8

9

10

11

12

13

1

2

3

4

5

6

7

1.0 市町生活交通

150福井駅前 桜ケ丘第2
福井
駅前

4.0 市町生活交通

福井駅前
金井学園前

本堂
団地入り口

6.3 163

9

福井駅前 本堂 清水畑 3.0 広域生活バス路線

4.8

広域生活バス路線

8 福井駅前
茱崎
居倉

水仙ランド
入口

5.0 地域間幹線系統14

天王 上糸生 宿堂 1.5 広域生活バス路線

天王
上糸生
宿堂

八ツ俣 1.0

66

7

福井駅前
赤十字病院
プラント３

西田中
天王 3.0 地域間幹線系統

3.7 80

1.3 27

6 福井駅前
北野下

県立大学
福井

大学病院
4.0 広域生活バス路線 5.8

5 福井駅前 上北野一丁目 花野谷 5.0 市町生活交通

市町生活交通

福井駅前
東郷

浄教寺
鹿俣 1.5 市町生活交通

福井駅前 東郷 鹿俣 1.0 市町生活交通

福井駅前 小稲津 東郷 1.0

48

4

福井駅前 東郷 浄教寺 3.5 市町生活交通

3.0 103

2.0 47

3 福井駅前
木田校前

羽水高校前
西大味 6.0 市町生活交通 1.8

2 福井駅前
荒木新保
小和清水

稲荷 4.0 広域生活バス路線

669

福井駅前
済生会病院
小和清水

花山・大野駅前
ヴィオ 17.0 地域間幹線系統

キロ程
（㎞）

1

福井駅前
済生会病院

小和清水・朝倉
川上・大野駅前

ヴィオ 3.5 地域間幹線系統

4.8
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路線 系統 起　　点 主な経過地 終　　点
標準所
要時間
（分）

運行回数 支援区分
乗車密度

（OD）
輸送人員

（OD）

キロ程
（㎞）

 
往 30.0 60

復 30.0 60

往 31.2 65

復 31.3 64

往 30.6 55

復 31.0 65

往 10.0 22

復

往 11.1 22

復

往 15.1 27

復 15.1 27

往 7.6 14

復 7.6 14

往

復 15.8 31

往 26.6 60

復 26.7 59

往 28.2 63

復 27.5 61

往 25.6 52

復 25.6 55

往 5.2 10

復

往 22.7 50

復 22.7 49

往 6.0 13

復 6.0 13

循 11.6 27

循 11.6 27

循 31.7 74

循 32.7 76

循 32.7 76

往 21.4 50

復 21.4 50

往 20.4 48

復 20.4 48

往 10.3 20

復 10.3 20

往 20.5 40

復 20.5 40

往 10.9 20

復 10.9 20

往 27.7 55

復 28.0 55

往 21.7 44

復

38

39

40

41

42

43

32

33

34

35

36

37

24

23

22

21

20

19

18

30

29

28

27

26

25

3.5 地域間幹線系統

永平寺
口駅前

JR芦原温泉駅 金津高校 0.5 広域生活バス路線

100

本丸岡 中川
JR芦原
温泉駅

2.5 広域生活バス路線

永平寺
門前

本丸岡
JR芦原
温泉駅

2.4 18

18

永平寺
口駅前

本丸岡
JR芦原
温泉駅

2.0 広域生活バス路線

2.1

17
JR芦原
温泉駅

安光 本丸岡 3.0 広域生活バス路線

休暇村
松島水族館

東尋坊
三国駅前 9.5 地域間幹線系統

JR芦原
温泉駅

松島水族館
東尋坊

三国駅前 1.5 地域間幹線系統

2.6 196

JR芦原
温泉駅

松島水族館
東尋坊・休暇村

三国駅前

JR芦原
温泉駅

1.0 地域間幹線系統

JR芦原
温泉駅

三国駅前
東尋坊・休暇村

松島水族館
16

JR芦原
温泉駅

松島水族館
東尋坊

三国駅前

JR芦原
温泉駅

1.0 地域間幹線系統

JR芦原
温泉駅

1.0 地域間幹線系統

JR芦原
温泉駅

27

三国駅前
浜地

雄島小学校
三国駅前 3.0 市町生活交通

1.5 31

15

三国駅前
雄島小学校

浜地
三国駅前 2.0 市町生活交通

0.5

14 三国駅前 楽円 木部東 4.0 市町生活交通31

1.0 66

福井
春江西校

京福春江団地
三国駅前 3.5 広域生活バス路線

三国駅前 2.5 地域間幹線系統

13

池見 川崎 三国駅前 0.5 市町生活交通

5.7 353福井駅前
武道館前・砂子坂

総合病院・三国西校
三国駅前 1.5 地域間幹線系統

福井駅前
武道館前
砂子坂

三国西小学校
米納津

和布 0.5 広域生活バス路線

12

福井駅前
武道館前・砂子坂

福井総合病院
三国駅前 4.5 地域間幹線系統

広域生活バス路線

1.3 43三国駅前 黒目 米納津上 1.5 市町生活交通

三国駅前

福井駅前 掘の宮・三ツ屋
福井

総合病院
0.5

11

三国駅前 米納津 和布 1.5

市町生活交通

福井駅前 掘の宮・三ツ屋
すかっと

ランド
九頭竜

0.5 市町生活交通

7.8 560

福井駅前
福井病院

佐野
小丹生 10.0 市町生活交通

福井駅前 西松本・佐野10

福井駅前 佐野 小丹生 5.0 市町生活交通

小丹生 1.0
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路線 系統 起　　点 主な経過地 終　　点
標準所
要時間
（分）

運行回数 支援区分
乗車密度

（OD）
輸送人員

（OD）

キロ程
（㎞）

 
往 7.2 12

復 7.2 12

往 12.7 35

復 12.6 35

往 7.5 20

復 7.5 20

往 14.9 36

復 14.2 38

往 13.5 38

復 12.8 35

往 14.9 39

復 14.9 39

往 13.5 38

復

往 14.6 44

復 14.4 46

往 17.5 45

復 16.5 53

往 16.1 45

復

往 16.0 46

復 16.0 46

往 17.9 51

復 17.9 51

往 14.1 33

復 14.1 33

往 14.1

復 14.1 38

往

復 8.9 28

往 10.2 33

復 9.3 32

往

復 8.0 25

往

復 3.2 15

往 25

復 3.6

往 18.2 45

復 18.4 47

往 17.6 45

復 17.8 44

往 10.1 19

復 10.1 19

往 18.2 46

復 18.4 48

往 16.4 37

復 16.4 38

往 16.6 39

復 16.6 40

64

65

66

67

68

58

59

60

61

62

63

51

52

53

54

55

56

45

46

47

48

49

50

65

1.9 8

29 福井駅前
新田塚

県立大学
福井

大学病院
5.0 広域生活バス路線 2.8

あっ宝んど
勝山駅前・勝山南校

福井社会
保険病院

3.0 地域間幹線系統

28 勝山駅前
福井社会
保険病院

坂東島 1.0 市町生活交通

4.2 205

ヴィオ 勝山駅前
福井社会
保険病院

1.5 地域間幹線系統

福井社会
保険病院

27

ヴィオ あっ宝んど
勝山駅前・ゆめおーれ

福井社会
保険病院

4.0 地域間幹線系統

坂東島 4.0 市町生活交通

ヴィオ

看護
協会前

1.0

福井駅前 県立病院
看護

協会前
0.5

1.7 65

福井駅前
県立病院
看護協会

重立 4.5 市町生活交通

福井駅前
新米松

盲学校前
26

福井駅前 県立病院 重立 1.0 市町生活交通

重立 1.0 市町生活交通

福井駅前

1.6 34

丸岡中学校前 本丸岡・霞の郷 竹田 0.5 市町生活交通

25

本丸岡 霞の郷・与河 竹田 4.5 市町生活交通

57

1.6 80

ＪＲ丸岡
本丸岡・丸岡南中学
県立大学・大学病院
ｸﾞﾘｰﾝｾﾝﾀｰ・松岡駅

永平寺
口駅前

4.5 広域生活バス路線

24

ＪＲ丸岡
本丸岡

県立大学・大学病院
松岡駅

永平寺
口駅前

2.5 広域生活バス路線

3.4 227

福井駅前
県立病院
開発口

本丸岡 5.0 地域間幹線系統

23

福井駅前
県立病院
開発口
平章校

本丸岡 7.0 地域間幹線系統

福井駅前
明道校前
森田駅前

本丸岡 7.0 地域間幹線系統

福井駅前
町屋町
森田

本丸岡
丸岡高校 3.0 地域間幹線系統

福井駅前
町屋町

森田駅前
本丸岡 5.0 地域間幹線系統

福井駅前
明道校前
森田駅前
平章校前

本丸岡 8.0 地域間幹線系統22

福井駅前
町屋町

森田駅前
平章校前

本丸岡 7.0 地域間幹線系統

4.0 544

23

21
芦原

ゆのまち
あわら病院

北潟
花菖蒲園

7.5 市町生活交通 0.4 13

2.1 120

20
JR芦原
温泉駅

本荘 三国駅前 4.0 広域生活バス路線 2.0

19 永平寺 京善
永平寺
口駅前

15.5 市町生活交通44
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路線 系統 起　　点 主な経過地 終　　点
標準所
要時間
（分）

運行回数 支援区分
乗車密度

（OD）
輸送人員

（OD）

キロ程
（㎞）

 
往 2.2 6

復 2.2 5

往 3.6 9

復 3.6

往

復 3.5 8

往 4.5 12

復

往

復 4.7 13

往 15.3 44

復 15.2 47

往 14.5 34

復 14.4 50

往 14.2 43

復 14.2 45

往 11.8 28

復 11.8 28

往 13.2 31

復 13.2 31

循 9.0 23

循 11.6 37

循 11.4 38

循 19.8 53

往 12.5 38

復 12.5 39

往 17.9 56

復 17.9 55

往 8.3 29

復 8.3 29

往 16.7 50

復 16.7 41

往 16.5 41

復 16.5 40

循 8.4 30

循 9.0 31

往 3.8 16

復 3.8 17

往 4.1 14

復 4.1 13

循 13.4 40

循 13.4 40

往

復 5.9 28

91

92

93

94

80

81

82

83

84

85

72

73

74

75

76

77

69

6.6 1742 福井駅前
大名町
舟橋

高木北
三丁目

0.5

福井駅前
花堂

運動公園南口
道守高校前

福井駅前 48.0

83

41

福井駅前
道守高校前

運動公園南口
花堂

福井駅前 48.0

4.9 1,551

4.4 28

40 福井駅前
済生会
病院

8.5 4.3

39 福井駅前
日之出校前
八幡神社前
県立病院

松本車庫 2.590

4.2 439

福井駅前
幾久

新田塚
福井大学前

福井駅前 16.0

38

福井駅前
福井大学前

新田塚
幾久

福井駅前 16.088

89

1.8 82

福井駅前
赤十字病院

ベル前
江森の里

シルバー
病院

4.0 地域間幹線系統

1.5 市町生活交通

37

福井駅前
赤十字病院

ベル前
江森の里

エフエフ
福井

2.0 地域間幹線系統86

87

51福井駅前
赤十字病院

ベル前
生部 2.5 市町生活交通

足羽山
公園下

赤十字病院 ベル前

3.0 238

36

福井駅前 赤十字病院 生部 2.0 市町生活交通

1.3

35 福井駅前
運転者教育センター

エンゼルランド
福井駅前 12.0 地域間幹線系統

0.8 14三国駅前
三国病院

運動公園前
三国

総合支所
2.0 市町生活交通

三国病院
三国駅前

運動公園前

34

三国駅前
三国港

運動公園前
三国駅前 1.0 市町生活交通

三国駅前 3.0 市町生活交通

79

7.8 72

福井駅前
松岡駅

福井大学病院
県立
大学

3.0 地域間幹線系統

33

福井駅前 松岡駅
福井

大学病院
0.5 地域間幹線系統

78

6.0 302福井駅前
米松二丁目

羽崎
県立大学

福井
大学病院

1.5 地域間幹線系統

福井駅前
県立病院
開発口

32

福井駅前
県立病院

羽崎
県立大学

福井
大学病院

4.5 地域間幹線系統

福井
大学病院

7.5 地域間幹線系統

4.1 26大野三番 小矢戸 大矢戸 0.5 市町生活交通

大野三番 大矢戸

31

大野三番 大矢戸 0.5 市町生活交通

小矢戸 0.5 市町生活交通

71

松岡駅
五松橋・下合月
福井大学病院

県立
大学

2.570

30

松岡駅 五松橋・下合月
福井

大学病院
7.5

2.5 58
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路線 系統 起　　点 主な経過地 終　　点
標準所
要時間
（分）

運行回数 支援区分
乗車密度

（OD）
輸送人員

（OD）

キロ程
（㎞）

 
往 7.9 24

復 7.4 24

循 8.5 28

往 2.8 7

復

往 5.2 23

復 5.2 24

往 5.5 25

復 5.5 26

往 4.3 13

復

往 5.3 15

復 5.3 13

循 8.5 28

循 8.5 28

循 9.7 35

循 9.7 35

往 4.5 22

復 4.5 21

往 11.6 33

復 11.6 32

往 14.1 43

復 14.0 39

往

復 13.1 45

往

復 16.6 30

往 18.8 38

復 18.2 35

往 9.9 22

復 9.2 17

107

108

109

110

111

112

101

102

103

104

105

106

95

96

1.4 1551
清水

プラント３
西田中 天王 3.0 広域生活バス路線

1.0 13
清水

プラント３

下糸生
大森

泰澄の杜
織田 2.0 広域生活バス路線

50

清水
プラント３

下糸生
大森

織田 0.5 広域生活バス路線

3.0 320

福井駅前 赤十字病院
清水

プラント３
0.5 地域間幹線系統

49

福井駅前
赤十字病院

みどり図書館前
清水

プラント３
22.5 地域間幹線系統

5.9 261

福井駅前
重藤町
新田塚

福井総合クリニック

福井
総合病院

12.5

福井駅前
問屋町二丁目

南四ツ居
福井駅前 2.0 市町生活交通

48

福井駅前
重藤町
新田塚

福井クリ
ニック

2.0

2.0 市町生活交通

福井駅前
南四ツ居

問屋町二丁目
福井駅前 2.0 市町生活交通

45

福井駅前
本多医院前
南四ツ居

福井駅前 3.0 市町生活交通

福井駅前
南四ツ居

本多医院前
福井駅前

17.9 23

47

本多医院
前

南四ツ居 福井駅前 1.0 市町生活交通

1.8

46 福井駅前
木田校前

羽水高校前
県産業
会館

0.5100

2.2 87

福井駅前
町屋団地

フレンドタウン
心臓

センター
10.0

45

福井駅前 町屋団地
心臓

センター
2.098

99

福井駅前
金井学園

前
1.597

193

44

福井駅前 菅谷町 福井駅前 41.0

9.3 970

43 福井駅前 宮前町・高木中央
アピタ・
エルパ前

12.5 4.8
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0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

一般乗合バス全線の年間乗客数の推移

531万人
498万人 481万人

431万人

402万人 391万人

368万人 355万人
346万人 341万人 336万人

（人）

334万人

165 162

139 141

72

79

72

84

58

158

117

98

78

82

61 47
66

7279
90

121

101

108

63

75
80

103
124

93

69

110 116

68

75

80
83

32 20 16
7

15 8 3 6
10

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

バス接続駅における乗客数の推移

三国駅 あわら湯のまち駅 松岡駅 永平寺口駅 勝山駅

（人）/日

（２）路線バスの乗降客数の状況 

① 路線バスの乗降客数の推移 

 

路線バスの乗車数は

年々減少していますが、平

成 19 年度以降は減少幅が

緩やかになっています。 

 

 

 

 

 

図－ 6 市町を走る路線バスの年度毎の乗降客数の推移 
出典：京福バス「運行系統別輸送実績報告書」（高速バス・コミュニティバス除く） 

 

 

② バス接続駅の乗客数の推移 

（調査日：毎年 6 月の第 2 または第 3 火曜・水曜・木曜のいずれか 1 日） 

乗客数の推移は、勝山駅と福井駅を除

いて増減を繰り返していますが、このう

ち「あわら湯のまち駅・松岡駅・永平寺

口駅」では平成 25 年度以降、増加傾向に

あります。 

三国駅では 1 年毎に増減を繰り返し、

平成26年度はやや大きく減少しています。 

勝山駅では平成 22 年度以降、横ばい傾

向で推移しています。 

福井駅では5,000人前後の横ばいで推

移しています。 

5,337 5,042
5,305

4,902 5175

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

福井駅における乗客数の推移
（人）

 

図－バス接続駅の乗客数の推移 
出典：京福バス「OD 調査」 

図－福井駅の乗客数の推移 
出典：「京福バス OD 調査」 
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④ 鉄道駅と接続する京福路線バスの 1日の乗車人員の推移 

（調査日：毎年 6 月の第 2 または第 3 火曜・水曜・木曜のいずれか 1 日） 

 

■勝山大野線 1 日の乗車人員 ■高柳線、金津東尋坊線、陣ヶ岡線、 

（接続する鉄道駅：勝山駅） 三国運動公園線 1 日の乗車人員 
 （接続する鉄道駅：三国駅） 

180 191

249

202 205

0

100

200

300

400

H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

京福バス 勝山大野線の乗車人員の推移

（人）/日

   

21
60

27 23 31

223

177
166

238
196

66 55 64 49
27

14 6 4 8 14
0

100

200

300

400

H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

京福バス 高柳線、金津東尋坊線、陣ヶ岡線、

三国運動公園線の乗車人員の推移

高柳線 金津・東尋坊線 陣ケ岡線 三国運動公園線

（人）/日

 
 

 

■大学病院松岡線、大学病院線 ■永平寺東尋坊線、丸岡永平寺線 

1 日の乗車人員 1 日の乗車人員 
（接続する鉄道駅：松岡駅） （接続する鉄道駅：永平寺口駅） 

74
40 44 47 58

341 352

389

356
374

0

100

200

300

400

H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

京福バス 大学病院松岡線、大学病院線の

乗車人員の推移

大学病院松岡線 大学病院線

（人）/日

   

234

172
195

227 220

63
80 82 80

0

100

200

300

400

H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

京福バス 永平寺東尋坊線、丸岡永平寺線の

乗車人員の推移

永平寺・東尋坊線 丸岡永平寺線

（人）/日

 
 

 

■北潟線 1日の乗車人員  

（経由する鉄道駅：あわら湯のまち駅） ■（参考）えちぜん鉄道主要駅の駅乗降客数の推移 

72

46

8 6
13

0

50

100

H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

京福バス 北潟線の乗車人員の推移
（人）/日

    

141

78

101
110

7

72
82

108
116

15

79

61 63
68

8

72

47

75 75

3

84

66

80 80

6

58

72

103

83

3
0

50

100

150

勝山駅 三国駅 永平寺口駅 松岡駅 あわら

湯のまち駅

えちぜん鉄道主要駅の駅乗降客数の推移

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

（人）/日

 

・大学病院松岡線、大学病院線とも横ばい

で推移しています。 
・永平寺東尋坊線、丸岡永平寺線とも横ばいで

推移しています。 

・平成 24 年度に一旦増加しましたが、200 人

前後の横ばいで推移しています。 
・４路線の中では陣ヶ岡線（循環）が減少してい

ます。 

・平成 24 年度に急激に減少したものの、平成

25 年度以降は増加に転じています。 
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（３）各市町が運行するコミュニティバス等の利用者数（乗車人員）の推移 

①交通圏内を運行する各市町のコミュニティバス等一覧 
 
 

名称・区分 系統名(方面) 
接続駅 

(300ｍ以内)
運行方式 

ダイヤ
(便数/日)

料金/回 運行日 運行開始

福

井

市 

すまいる 

バス 

田原・文京方面 福井・田原町 定路線固定ダイヤ 23 便 100 円 無休 H12.4.1 

照手・足羽方面 福井 定路線固定ダイヤ 23 便 100 円 無休 H12.6.15 

木田・板垣方面 福井 定路線固定ダイヤ 23 便 100 円 無休 H13.7.1 

城東・日之出方面 福井 定路線固定ダイヤ ２１便 100 円 無休 H13.9.1 

乗合タクシー 高屋ルート 新田塚 定路線固定ダイヤ 6 便 一般 200 円 月～土 H15.4.1 

日新地域ｺﾐｭﾆﾃｨバス 
八ツ島・日華化学
前・福大前西福井

定路線固定ダイヤ 6 便 一般 100 円 日祝 H24.11.5 

勝

山

市 

ｺﾐｭﾆﾃｨバス

「ぐるりん」 

越前大仏・平泉寺口方面 勝山 定路線固定ダイヤ 5 便 100 円 無休 H13.8.1 

恐竜博物館・水芭蕉方面 勝山 定路線固定ダイヤ 6 便 100 円 無休 H13.8.1 

乗合 

タクシー 

野向線 勝山 部分デマンド固定ダイヤ 3 便 

100 円区間と 

200 円区間が 

混在 

無休 H16.5.1 

荒土線 勝山 部分デマンド固定ダイヤ 4 便 無休 H16.5.1 

北谷線 勝山 部分デマンド固定ダイヤ 5 便 無休 H16.5.1 

鹿谷線 勝山・発坂 定路線固定ダイヤ 4 便 無休 H17.4.1 

平泉寺線 勝山 部分デマンド固定ダイヤ 4 便 無休 H19.10.1 

遅羽線 勝山 部分デマンド固定ダイヤ 6 便 無休 H20.10.1 

北郷線 勝山 定路線固定ダイヤ 1 便 無休 H21.10.1 

市街地連絡線 勝山 デマンド 21 便 100 円 無休 H17.4.1 

市内観光 

バス 

恐竜博物館方面 勝山 定路線固定ダイヤ 11 便 100 円 

(1 日フリー) 

土日祝 

春・夏休み 

H26.4.1 

平成寺・大仏方面 勝山 定路線固定ダイヤ 12 便 H26.4.1 

あ

わ

ら

市 

乗合 

タクシー 

共通ブロック 

あわら湯

の ま ち ・

番田・ 

本荘 

デマンド － ・ﾌﾞﾛｯｸ内+共通ﾌﾞﾛｯ
ｸ：一般1人600
円、複数人の場合
一般1人300円 

・２ﾌﾞﾛｯｸ間+共通ﾌﾞﾛｯ
ｸ：一般1人1,200
円、複数人の場合
一般1人600円 

月～土 H24.4.1 

第 1 ブロック デマンド － 月～土 H24.4.1 

第 2 ブロック デマンド － 月～土 H24.4.1 

第 3 ブロック デマンド － 月～土 H24.4.1 

坂

井

市 

ぐるっと坂井 

基幹 三国坂井ルート 
三国・三国神
社・大関・坂井

定路線固定ダイヤ 12 便

一般 200 円 月～金 

H21.9.1 

基幹 丸岡春江ルート 西長田・西春江 定路線固定ダイヤ 12 便 H21.9.1 

接続 雄島ルート 
三国港・三国・
三国神社 

定路線固定ダイヤ 3 便 H21.9.1 

接続 加戸・三国東部ルート 三国・三国神社 定路線固定ダイヤ 3 便 H21.9.1 

接続 浜四郷ルート 三国・三国神社 定路線固定ダイヤ 3 便 H21.9.1 

接続 坂井ルート 下兵庫・大関 定路線固定ダイヤ 3 便 H21.9.1 

接続 春江北部東部ルート  西長田・西春江 定路線固定ダイヤ 3 便 H21.9.1 

接続春江西部中部ルート 西春江・太郎丸 定路線固定ダイヤ 3 便 H21.9.1 

永

平

寺

町 

松岡地区 

松岡方面 松岡・観音町 定路線固定ダイヤ 4 便 

一般 100 円 
月～土 

一部 

土日祝運休 

H12.4.1 

御陵方面 － 定路線固定ダイヤ 6 便 H20.4.1 

吉野方面 松岡 定路線固定ダイヤ 5 便 H20.4.1 

永平寺地区 永平寺口 定路線固定ダイヤ 11 便 H13.9.1 

上志比地区 
越前竹原・ 

山王・越前野中
定路線固定ダイヤ 不規則 H20.4.1 

大

野

市 

まちなか 

循環バス 

青バス － 定路線固定ダイヤ 6 便 
一般 100 円 

月～金 

一部土日祝運休

H21.10.1 

赤バス － 定路線固定ダイヤ 5 便 H21.10.1 

乗合 

タクシー 

森目・阪谷線 － デマンド 4 便 1 人で乗車：

300-400 円 

2 人以上での乗

車は 100 円引 

月～土 H22.10.4 

大矢戸・乾側線 － デマンド 4 便 月～土 H22.10.4 

友兼・蕨生線 － デマンド 4 便 月～土 H22.10.4 

小山・木本堀兼線 － デマンド 4 便 月～土 H22.10.4 

市営バス 

白山線 － 部分デマンド固定ダイヤ 2 便 最高 800 円 4/20-11/20 S50.10.4 

中竜線 － 一部デマンド固定ダイヤ 9 便 100 円 4/1-12/31 S62.4.1 

前坂線 － 一部デマンド固定ダイヤ 8 便 100 円 4/1-12/31 S62.4.1 

和泉線 － 定路線固定ダイヤ 2 便 最高 800 円 月～金 H14.4.1 

※福井市内を運行する生活バスは、えちぜん鉄道各駅に接続する路線を掲載しています。 

※運行日：年末年始が運休の路線があります。 

※運  賃：一般・子ども・高齢者・障がい者によって料金体系が異なる路線があります。 

≪部分デマンド≫ 

一路線の中に予約運行区間がある 

≪一部デマンド≫ 

特定の便の利用に予約が必要 
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【福井市】 

161,009 152,455 165,162 159,476 161,193 153,448 146,652 137,122 132,979 135,470 135,487 128,564

141,626 142,951
149,618 146,684 148,891 143,479 141,801

135,834 134,770 130,458 127,766 129,809

111,200
99,218

115,238 119,099 126,348
122,914 124,319

122,764 121,278 110,435 111,422 114,790

88,403
73,102

82,891 101,958
112,690

113,492 111,880
108,580 108,045

99,751 100,367 102,085

502,238

467,726

512,909
527,217

549,122
533,333 524,652

504,300 497,072
476,114 475,042 475,248

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

福井市コミュニティバス「すまいるバス」

田原・文京方面 照手・足羽方面 木田・板垣方面 城東･日之出方面

（人）

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1,742

5,207
5,597

5,896
6,367

5,802

4,882

4,308 4,114
4,602 4,545

4,013 4,069

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

福井市 乗合タクシー高屋ルート
（H14.12～H15.3月 試験運行 H15.4月 本格運行）

（人）

   

428
1,662477

2,178

8,805

905

3,840

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

H24年度 H25年度 H26年度

福井市 日新さんさんバス（Ｈ24.11.5運行開始）

乾徳ルート 八ツ島ルート 1ルートに統合

（人）

 
 

 

 

 

 

 

・乗合タクシー高屋ルートは、えちぜん鉄

道「新田塚駅」に接続しています。 
・乗車人員は増減を繰り返していますが、

平成 20 年度以降は 4,000 人台で推移し

ています。 

・日新さんさんバスは、えちぜん鉄道「八

ツ島駅・日華化学前駅・福大前西福井駅」

に接続しています。 
・乗車人員は平成 25 年度から平成 26 年度

にかけて倍増しています。 

・すまいるバスは「福井駅」に接

続しています。 

・乗車人員は平成 20 年以降減少

傾向が続き、平成 24 年度から

は約 47 万人台で推移していま

す。 

・平成 19 年度の乗車人員を 100

とした場合の指数の推移をみ

ると、「田原・文京方面」の乗

車人員の減少が大きくなって

います。 

乗車人員 指数 乗車人員 指数 乗車人員 指数 乗車人員 指数

H15年度 161,009 141,626 111,200 88,403

H16年度 152,455 142,951 99,218 73,102

H17年度 165,162 149,618 115,238 82,891

H18年度 159,476 146,684 119,099 101,958

H19年度 161,193 100 148,891 100 126,348 100 112,690 100

H20年度 153,448 95.2 143,479 96.4 122,914 97.3 113,492 100.7

H21年度 146,652 91.0 141,801 95.2 124,319 98.4 111,880 99.3

H22年度 137,122 85.1 135,834 91.2 122,764 97.2 108,580 96.4

H23年度 132,979 82.5 134,770 90.5 121,278 96.0 108,045 95.9

H24年度 135,470 84.0 130,458 87.6 110,435 87.4 99,751 88.5

H25年度 135,487 84.1 127,766 85.8 111,422 88.2 100,367 89.1

H26年度 128,564 79.8 129,809 87.2 114,790 90.9 102,085 90.6

田原・文京方面 照手・足羽方面 木田・板垣方面 城東･日之出方面

市民ニーズの総括（平成 20 年度 福井市市民意識調査より） 

公共交通の新たな利用者となる潜在ニーズがある 

・バスや鉄道を割安に利用できれば運転免許を返納してもよい（27.4％） 
・駅やバス停の充実など、利用環境が向上すれば乗継いででも公共交通を利用したい（57.6％）
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【坂井市】 

9,227 11,140 15,338 16,523 17,647 18,754
9,870

11,925
14,774 16,497 18,608 19,472

9,146
10,661

12,225 11,518
11,938 13,029

9,340
10,308

11,762 11,344
12,864

14,246

0
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H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度

基幹ルート（H21.9月運行開始）

三国坂井

（右回り）

三国坂井

（左回り）

丸岡春江

（右回り）

丸岡春江

（左回り）

（人）

37,583
44,034

54,099 55,882
61,057

65,501

 
 

693 1,700 2,184 2,765 3,251 2,985676
1,376

1,840
2,204 2,451 2,478

942

2,117
2,870

2,862
3,036 3,233

665

1,245
1,345

1,311
1,273 1,490

1,828

3,012
2,743

3,167
3,639 4,542

1,451

2,983
2,930

3,572
3,182

2,580

6,255

12,433

13,912

15,881
16,832 17,308
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接続ルート（H21.9月運行開始）

雄島 加戸・三国東部 浜四郷 坂井 春江北部東部 春江西部中部

（人）

 

 

 

【あわら市】 

17,153 

41,940 
44,016 

40,135 40,035 

31,843 30,359 

17,816 

25,413 
28,480

0
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10,000
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30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

H17年度H18年度H19年度H20年度H21年度H22年度H23年度H24年度H25年度H26年度

あわら市コミュニティバス・乗合タクシー
（H17.11.1運行開始）（人）

乗合タクシー

平日のみ運行

乗合タクシー

平日+土曜運行

Ｈ17.11.1～

5か月間

 

≪基幹ルート≫ 

・三国坂井ルートは「三国駅前駅・大関駅・下

兵庫駅」に接続しています。 

・丸岡春江ルートは「西春江駅・西長田駅」に

接続しています。 

・全体の乗車人員は増加しており、三国坂ルー

トの伸びが大きくなっています。 

 
 

≪接続ルート≫ 

・雄島ルート、加戸・三国東部ルート、浜四郷

ルートは「三国駅前駅」、坂井ルートは「下

兵庫駅・大関駅」春江北部東部ルートは「西

春江駅・西長田駅」、春江西部中部ルートは

「西春江」にそれぞれ接続しています。 

・全体の乗車人員は増加しており、春江北部東

部ルートの伸びが大きくなっています。 

○ あわら市では平成 17 年度から運行していたコミュニティバスの運行体系を、平成 24 年度に大きく見直しました。

○ 市内を 4 つのブロック（共通ブロック・第 1 ブロック～第 3 ブロック）に分け、ブロックの移動方法と乗車人数で料金が

変わります。 

○ 利用するには登録申請を行い登録証が必要になります。 

○ 運行時間は 8 時～17 時で、この時間内で予約したバス停（314 か所）の区間を乗降できます。 

・コミュニティバスの乗車人員は、運行見直し

を行いましたが減少傾向となっています。 

・平成 24 年度から乗合タクシーに運行体系を見

直したため、一時的に減少しましたが、翌年

には増加に転じています。 
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【勝山市】 

・全路線のバスが「勝山駅」に接続しています。 

・鹿谷線は勝山駅のほかに「発坂駅」にも接続しています。 
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70,019
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広域路線バス 勝山大野線
（人）

  

9,095 9,598 10,006 10,676 9,084 9,073 10,282 10,390 9,060 8,102

23,651 24,772
27,065 26,903
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平泉寺方面 恐竜の森方面

（人）
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2,940 3,038 3,254 3,379 3,274 3,907 4,008 3,460
1,752 849

2,677 3,362 3,410 3,375 3,074 2,557 2,465 2,169
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荒土線 野向線 北谷線 鹿谷線 平泉寺線 遅羽線 勝山大野線・北郷線

（人）

 
 

 

・路線バスは減少傾向が続いているものの、

平成 22 年度以降は、横ばいで推移してい

ます。 

・恐竜の森方面は横ばいで推移しており、

平泉寺方面は平成 25 年度以降、減少傾向

にあります。 

・市街地連絡線は平成 22 年度に大きく減少

し、その後漸減傾向が続いています。 

・市内観光バスは横ばいで推移していました

が、平成 25 年度以降、大きな増加が続い

ています。 

・乗合タクシーは全体的に減少が続いています。

・特に「荒土線」が著しく減少しています。 

・平成 19 年度と平成 26 年度を比べると、「荒

土線」「遅羽線」「野向線」の 3 路線が大きく

減少しています。 

・一方、「北谷線」は増加傾向にあります。 
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【永平寺町】 
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【大野市】 
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（人）

H21.10
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248 474 305 270 456 695
1,240
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750
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1,131
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・松岡地区では「松岡駅」、永平寺地区では

「永平寺口駅」、上志比地区では「越前竹

原駅・山王駅」にそれぞれ接続しています。

・乗車人員は全体的に減少しています。 

・なかでも永平寺地区の減少が大きくなって

います。 

・上志比地区では平成 25 年度に大きく減少

しています。 

・大野市は路線バス「勝山大野線」がえちぜ

ん鉄道勝山駅と接続しています。 

・市営バスは減少傾向が続き、平成 25 年度

からは横ばいとなっています。 

・乗合タクシーは増加傾向にあります。大矢

戸・乾側線や小山・木本堀兼線で利用者が

増加しています。 

・循環バスは平成 24 年度から横ばいで続い

ています。 



第４章 えちぜん鉄道交通圏における公共交通の課題 

- 37 - 

 

第第４４章章  ええちちぜぜんん鉄鉄道道交交通通圏圏ににおおけけるる公公共共交交通通のの課課題題  

 

（１）課題の整理 

ここでは交通圏市町の地域状況、えちぜん鉄道交通圏の状況、えちぜん鉄道の状況、えち

ぜん鉄道交通圏におけるバス交通の状況から、本計画において対応すべき課題を整理します。 

 

① 利用環境 

公共交通にアクセスする利用環境が未整備 

・一部の鉄道駅では階段や段差によって利用しにくい状況が見られることから、スムーズな移

動を確保するためにもバリアフリーに向けた改善が必要 

・観光地を有する一部の鉄道駅では、周辺を案内する看板やサイン整備が充実していないこと

から、観光地の魅力が向上するような環境整備が必要 

・冬期間の公共交通への乗換え需要や観光を含めた移動を確保するため、駅やバス停、周辺道

路を含めた除雪体制が必要 

 

鉄道駅やバス停での待合環境が未整備 

・公共交通の利用は快適な待合い環境が必要 

・雨や雪でも快適に待てるように、ホームに屋根の設置が必要 

 

携帯電話等による手軽に入手できる情報環境が未整備 

・携帯電話の普及率が高くなっていることから、ＳＮＳを活用した最新情報の提供や、スマー

トフォン等を活用して生活情報・観光情報・交通情報を提供できる環境整備が必要 

・バスの運行は道路事情や天候により定時性の確保が難しいため、バスロケーションシステム

を整備し、バスの接近情報や到着予測時刻等の情報による待ち時間の不安の解消が必要 

 

 

② 交通基盤 

軌道や設備の老朽化 

・老朽化した設備の更新が必要 

 
 

③ まちづくりとの連携 

中心市街地における高齢化と人口減少、商業・業務施設の空洞化への対応 

・都市の人口減少や高齢化が急激に進展していくと考えられることから、都市経営コストの小さ

な暮らしやすいまちづくりへの取組みが必要 

・集約型のまちづくりに向けて、駅周辺や公共交通沿線への住宅・事業所・公共施設の立地

誘導が必要
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将来の北陸新幹線開業を見据えた公共交通網が未整備 

・福井県内の北陸新幹線の開業に向けて、首都圏や外国等からの観光客が公共交通を便利に

利用できるように、幹線交通とフィーダー交通の利便性向上が必要 

・鉄道とバスが連携した観光企画をさらに発展させるため、夏休み期間中の子どもに焦点を

当てた割引切符等の導入検討が必要 

・福井県では鉄道や路線バスで使える交通系ＩＣカードが導入されていないため、北陸新幹

線開業に向けて導入の検討が必要 

 

過度に車に依存した観光まちづくりからの脱却 

・福井県の観光客が増加する一方で、観光に利用できる公共交通のサービスが不十分である

ことから、鉄道やバスを乗り継いで観光できる交通環境が必要 

・公共交通を利用した魅力的な観光を楽しんでもらうために企画バスや企画電車等の充実が

必要 

・観光施設や交流施設が鉄道やバス沿線に多数立地していることから、公共交通・観光・ま

ちづくりと連携した観光の推進が必要 

 

公共交通と連携した自転車利用の環境が未整備 

・公共交通を利用したまちなか観光を推進するため、公共交通とレンタサイクルの相互利用

の充実が必要 

・自宅と駅やバス停、駅やバス停から事業所等へのアクセスの利便性を確保するため、自転

車の貸出や駐輪場の整備が必要 

 

 

④ 住民との協働 

通勤・通学利用に向けた継続的な啓発 

・大規模事業所や大学・高校が鉄道駅やバス路線沿線に多数立地することから、企業や学生を

対象に、公共交通の利用促進に向けた啓発が必要 
 

ＣＯ２排出量の抑制が不十分 

・環境負荷の軽減に向けて、過度に車に依存した生活から公共交通の利用促進に向けた取組み

が必要 

 

住民と協働したバス交通の利用促進の強化 

・路線バスや地域のコミュニティバスは住民の生活に密着した交通手段であるため、住民と協

働した利用促進への取組が必要 
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（２）課題解決に向けた方向性 

前頁で整理した課題について施策の体系ごとに分類すると、下図のとおりになります。 

今後、課題の解決に向けて、施策の実施に取り組むとともに、ＩＣカードの導入やＣＯ２排出

抑制に向けて引き続き検討を行います。 

 

 

地域の交通として 

利用したくなる 

公共交通の利用環境整備

安全・安心に 

利用できる 

基盤施設の構築 

まちづくりや観光と 

連携した 

ネットワークづくり 

住民・行政・事業者が

協働した 

利用促進の展開 

 

 

① 利用環境 

 

 

 

 

 

 

 

② 交通基盤 

 

 

③ まちづくりとの連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 住民との協働 

 

 

 

 

 

公共交通にアクセスする利用環境が

未整備 

鉄道駅やバス停での待合環境が未整備 

携帯電話等による手軽に入手できる

情報環境が未整備

軌道や設備の老朽化 

中心市街地における高齢化と人口減

少、商業・業務施設の空洞化への対応

将来の北陸新幹線開業を見据えた公

共交通網が未整備

過度に車に依存した観光まちづくり

からの脱却 

公共交通と連携した自転車利用の環

境が未整備 

通勤・通学利用に向けた継続的な啓発

CO2 排出量の抑制が不十分 

住民と協働したバス交通の利用促進

の強化 

課  題 課題解決の方向性
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第第５５章章  ええちちぜぜんん鉄鉄道道交交通通圏圏地地域域公公共共交交通通網網形形成成計計画画  

５－１ えちぜん鉄道交通圏地域公共交通網形成計画 

（１）基本方針 

えちぜん鉄道は、嶺北の東西方向の骨格を形成する幹線交通として、勝山市・永平寺町・福

井市・坂井市・あわら市の５市町 53km を線路でつなぎ、地域の歴史、文化、観光資源もつな

いでいます。また鉄道の主要駅ではフィーダー交通が幹線交通と接続され、公共交通によって

「人・まち・暮らし」がつながっています。 

しかしながら交通圏内の居住人口の減少が顕著になる一方、観光による交流人口は増加し、

北陸新幹線の開業により観光客はさらに増加すると考えられます。これらに対応するため、こ

れまでのまちづくりや交通体系のあり方を大きく転換し、公共交通を中心とした土地利用の誘

導やコンパクト化、公共交通網によるネットワークの形成が重要になります。 

また公共交通のネットワークによる広域性・利便性・速達性を今後も維持していくために、行

政や交通事業者は日常・非日常利用者の目線に立ってニーズに応え、市民（利用者）は高頻度の

乗車により利便性やサービス水準を高め、乗って維持し、乗って不便を解消する事が大切です。 

本計画の策定及び実施にあたっては、これまでの地域の成り立ちや社会基盤整備の状況を十

分に踏まえ，沿線都市の地域拠点(核)をえちぜん鉄道で結ぶ「多核連携によるネットワーク型の

コンパクトシティ」により、移動の利便性が高く、車に頼り過ぎなくても暮らしやすいまちづ

くりや、周遊性の高い魅力ある広域観光のまちづくりを目指します。 

その形成に当たっては、沿線都市が既存のコミュニティや地域特性を踏まえた上で、各種の

都市機能を駅周辺に集積することに努力し、それらの地域拠点を公共交通でつなぐことを基本

方針とします。 

また沿線都市が、えちぜん鉄道や広域幹線バスを骨格とする幹線交通網から日常生活に密着

した地域のコミュニィティバス網に至る、階層性を持った公共交通ネットワークを形成するこ

とで、拠点間の円滑な移動を確保します。 

これらの「拠点化」と「ネットワーク化」を推進することにより、えちぜん鉄道交通圏は、

距離的には広域であっても、スムーズな移動の確保によりコンパクトなエリアとして機能し、

さらに「市民生活の質の向上」や「観光客の利便性」を高めます。 

 



第５章 えちぜん鉄道交通圏地域公共交通網形成計画 

- 41 - 

 

≪都市機能の集積による拠点化と公共交通ネットワークのイメージ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪市民生活の質を高めるまちづくりのイメージ≫ 

通勤通学、通院、買物の移動を便利で快適にする

ため、えちぜん鉄道(幹線)とバス（路線バス・コミュ

ニティバス）によるフィーダー（支線）交通を連携

させることで移動の利便性が高く、車に頼り過ぎな

くても暮らしやすいまちづくりを進めます。 

また待合環境の改善にも取組み、乗継ぎや待ち時

間の抵抗感を軽減することで、車と比べても鉄道や

バスが選択されるような公共交通圏域を形成します。 

 

≪観光客の利便性を高めるまちづくりのイメージ≫ 

えちぜん鉄道沿線には、足羽河原の桜並木（福井

市）や東尋坊（坂井市）をはじめとする四季折々の

自然が楽しめる観光スポットや、恐竜博物館（勝山

市）・あわら温泉（あわら市）・大本山永平寺（永平

寺町）・越前大野城（大野市）をはじめとする観光

施設が点在しています。これらの観光施設を鉄道や

バスでつなぎ、周遊性の高い魅力ある広域観光のま

ちづくりを進めます。 

 



第５章 えちぜん鉄道交通圏地域公共交通網形成計画 

- 42 - 

 

 

 

 
≪拠点化とネットワーク化のイメージ≫ 

・えちぜん鉄道は広域幹線軸として、都市間を安定的に密接につなぎます。 

・福井駅はえちぜん鉄道・福井鉄道・ＪＲ・新幹線・バスが結節する総合的な拠点

として、公共交通網の中心的な役割を担います。 

・鉄道の主要拠点駅(勝山・永平寺口・松岡・福井・田原町・西長田・あわら湯のまち・三国)

では、買い物・病院・行政サービス等の生活利便施設を集積させることで都市機

能サービスを受けられ、便利で快適な生活につなげます。 

・フィーダー交通は鉄道の主要拠点駅を中心に、自宅・学校や職場・観光地等をつ

なぎます。 

・またフィーダーバスの拠点として、幹線バスで既存市街地を結ぶことによって、

鉄道駅から離れた市街地においても、鉄道の利便性を高めます。 

・鉄道各駅においては、コミュニティバス等との乗り継ぎ利便性を高めることで、

快適な移動につなげます。 

日常生活 職場、学校駅

結節、ネットワーク化

観光地 買い物

相乗効果

JRやバス等、
他交通機関

地域外からのお客様

鉄道

≪主要拠点駅のイメージ≫ 
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（２）計画の期間 

 
 

えちぜん鉄道の前身である京福電鉄の存続問題にあたり、鉄道沿線５市町では、「鉄道は地域住

民の日常生活を支え、地域活性化やまちづくりの観点から重要な社会基盤である」と意思を表明

し、第３セクター方式でえちぜん鉄道が設立しました。 

同時に鉄道を正常に運行させるための長期的な支援方針が示され、発足 10 年間のスキームとし

て平成 14 年度～平成 23 年度の長期的支援を行い、さらに新スキームとして、鉄道を末永く次世

代に引き継ぐために、えちぜん鉄道を地域の発展を支える「生活関連社会資本」と位置づけ、平

成 24 年度～平成 33 年度の 10 年間の継続した支援が決まっています。 

本計画の計画期間は、この新スキームとの整合を図るため、平成 33 年までの 7年間とします。 

 

（３）計画の区域 

計画区域は、えちぜん鉄道交通圏

とします。 

えちぜん鉄道交通圏とは、えちぜ

ん鉄道とバス路線網を有機的に結合

することで都市の発展が期待できる

交通領域で、福井市、勝山市、あわ

ら市、坂井市、永平寺町、大野市に

及ぶエリアとします。 

 

 

（４）計画の目標 

えちぜん鉄道は「地域の発展と日々のくらしを支える生活関連社会資本」として沿線都市の

まちづくりにとって大きな役割を担っていますが、今後は移動の快適性を向上させ、市民や観

光客の満足度を高め、車と比べても『選ばれる移動手段』にならなければなりません。 

そのために、路線バスや地域密着型のコミュニィティバス等を連携させ、公共交通網をネッ

トワーク化することで移動の利便性が高く、車に頼り過ぎなくても暮らしやすいまちづくりや、

周遊性の高い魅力ある広域観光のまちづくりを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

「平成２７年度から平成３３年度までの７年間」 

図－ 計画の区域 

目指すべき公共交通の将来像 

「車と比べても『選ばれる移動手段』になる」 

目標１ 地域の交通として利用したくなる公共交通の実現 

目標２ 安全・安心に利用できる公共交通の実現 

目標３ 車に頼り過ぎないまちづくりや広域観光と連携した公共交通の実現 

目標４ 住民・行政・事業者が協働で利用促進する公共交通の実現 
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５－２ 目標を達成するために行う事業及びその実施主体等 

（１）目標達成に向けた施策体系 

目指すべき将来像の実現に向けて取り組むべき施策を４つにまとめ、それぞれにおいて実施

すべき具体的な取組みは以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

快適な駅施設の整備、駅やバス停へのアクセス向上、他交通機関との接続向上を進め、

「地域の交通として利用したくなる公共交通」を目指します。具体的には以下のような施

策を展開します。 

Ａ 利用環境の向上 （２施策） 

Ｂ 駅やバス停へのアクセス向上 （１０施策） 

Ｃ 交通機関の乗り継ぎ利便性向上（３施策） 

目標１ 地域の交通として利用したくなる公共交通の実現 

行政や事業者だけでなく、利用者も一体となって、公共交通への意識を高め、利用促進

につなげるための取組を行う「住民・行政・事業者が協働で利用促進する公共交通」を目

指します。具体的には以下のような施策を展開します。 

Ｊ 乗る運動・利用促進 （８施策） 

Ｋ 地域住民との連携 （４施策） 

目標４ 住民・行政・事業者が協働で利用促進する公共交通の実現 

計画的な鉄道施設への設備投資や維持修繕、路線バスへの運行支援を行い、「安全・安心に

利用できる公共交通」を目指します。具体的には以下のような施策を展開します。 

Ｄ 安心・安全を支える鉄道施設づくり （２施策） 

Ｅ 信頼できる運行を支える鉄道施設づくり （１施策） 

Ｆ バス路線の維持 （１施策） 

目標２ 安全・安心に利用できる公共交通の実現 

主要拠点駅を核としたまちづくり、沿線の観光施設等との連携を進め、「車に頼らないまち

づくりや広域観光と連携した公共交通」を目指します。具体的には以下のような施策を展開

します。 

Ｇ 駅を核としたまちづくり （９施策） 

Ｈ 観光・地域活性化施策との連携（８施策） 

Ｉ 情報発信の連携・強化（７施策） 

目標３ 車に頼り過ぎないまちづくりや広域観光と連携した公共交通の実現 
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（２）個別施策の実施主体及びスケジュール 

 

目標１ 地域の交通として利用したくなる公共交通の実現 

 Ａ 利用環境の向上 （２施策） 

 Ｂ 駅やバス停へのアクセス向上 （１０施策） 

 Ｃ 交通機関の乗り継ぎ利便性向上 （３施策） 

施策のポイント 実施項目 実施内容等 実施主体 27 28 29 30 31 32 33

Ａ 利用環境の向上

トイレ整備 水洗化　バリアフリー化

ホーム・構内の整備、改善
段差解消　手摺設置　点字ブ

ロック整備

待合環境の整備 待合室整備　ホーム屋根設置

付帯施設の整備 自転車駐輪場　Ｐ＆Ｒ駐車場

2
利便性向上のための駅施設整
備

新駅の設置
新駅の設置
（福井口駅～西別院間）

えちぜん鉄道・
福井市

1 駅施設の整備改善
えちぜん鉄道・

沿線全市町

 
 

 

≪新駅設置について≫ 

■えちぜん鉄道の利便性の向上および福井駅を中心とする市街地の交流人口増大による活性化

を図るため、市街地内で最も駅間距離が長く、公共交通の利便性が低い地区になっている福井

口駅－西別院駅間に新駅を設置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲新駅周辺（線路南側から西をみる） 
（出典：Google マップ） 

▲新駅周辺（線路北側から西をみる） 

（出典：Google マップ） 

実 施 中 の 事 業 
検討・調整中の事業
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施策のポイント 実施項目 実施内容等 実施主体 27 28 29 30 31 32 33

Ｂ 駅やバス停へのアクセス向上

3 周辺道路等の改善 除雪・排雪体制の整備

Ｐ＆Ｒ駐車場の除雪

並行道路の除雪

交差道路の除排雪の調整

沿線全市町・
福井県・

えちぜん鉄道・

バス事業者

4
利便性向上のためのバス施設

整備

田原町駅へのバス停新設及び

待合所新設
停留所施設、待合環境の整備

バス事業者・

福井市

5 サービス提供の充実

福井駅交通広場開業に合わせ

たバスロケーションシステムの導
入

ＧＰＳを活用した高精度の位置

情報や、沿線の観光情報等を

バス乗り場の大型モニターで提

供

福井市・

バス事業者

6 携帯端末への情報発信
広域でバスの位置がわかるバス

ナビゲーションシステムの導入

ＧＰＳを活用した高精度の位置

情報を携帯端末を通じて提供

沿線全市町・
福井県・

バス事業者

7 坂井市

8 勝山市

9 永平寺町

10 大野市

11 福井市

12 サインの充実
三国駅への誘導、観光地への

誘導サイン等の充実

誘導サイン、案内サイン、解説サ

イン等を新幹線福井開業をに向
けて整備

坂井市

Ｃ 交通機関の乗り継ぎ利便性向上

13 他交通機関との接続向上 福井鉄道との相互乗入れ

ダイヤ調整、乗継運賃

乗り入れ施設の整備と運行

車両の増強

えちぜん鉄道・

福井県・沿線全市町

14 福井駅西口駅前交通広場整備 駅前交通広場の整備
バス・タクシー乗降場整備による

鉄道との交通結節機能の向上
福井市

15 列車運行の改善

運行時間帯、JRダイヤ改正時に

おける接続確保

所要時間の改善

始発・終発時刻の改善

快速列車の運行等

えちぜん鉄道・

沿線全市町

フィーダー交通の整備・充実
コミュニティバスの機能確保と

サービスの向上

ダイヤ調整等による接続改善

ルート見直し

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

実 施 中 の 事 業 
検討・調整中の事業

福井駅西口バスターミナル 

（バスロケ・標柱設置の位置）

福井駅西口バスターミナル 

（バスロケ・標柱のイメージ）

福井駅西口駅前広場のイメージ 

えちぜん鉄道と福井鉄道との乗り入れ 

田原町駅の整備イメージ 

えちぜん鉄道が導入する次世代

超低床車（LRV）の 

デザインイメージ 
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目標２ 安全・安心に利用できる公共交通の実現 

 Ｄ 安心・安全を支える鉄道施設づくり （２施策） 

 Ｅ 信頼できる運行を支える鉄道施設づくり （１施策） 

 Ｆ バス路線の維持 （１施策） 

   
施策のポイント 実施項目 実施内容等 実施主体 27 28 29 30 31 32 33

D 安心・安全を支える鉄道施設づくり

16
早期の抜本的対策が必要な設

備投資
設備投資

軌道整備、橋梁整備、法面整

備、車両更新

えちぜん鉄道・

福井県

17 鉄道施設の維持 線路・電路等維持修繕の実施
えちぜん鉄道・

沿線全市町

E 信頼できる運行を支える鉄道施設づくり

18 幹線道路等との立体交差化 福井駅付近連続立体交差事業 福井・福井口間の高架化 福井県

F バス路線の維持

19 バス路線維持への行政支援 欠損補助 福井県・沿線全市町

 
 

 

 

◇鉄道施設整備に向けた行政支援 

沿線全市町：社会資本の維持に必要な経費の支援を行います 

福 井 県：鉄道運行に必要な資産取得や設備投資等への支援を行います 

 

 

◇バス路線の維持に向けた行政支援 

沿線全市町：路線バスや地域のコミュニティバス等の維持に必要な経費の支援を行います 

福 井 県：広域を運行する路線バスの維持に必要な経費の支援を行います 

 

実 施 中 の 事 業 
検討・調整中の事業
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目標３ 車に頼り過ぎないまちづくりや広域観光と連携した公共交通の実現 

 Ｇ 駅を核としたまちづくり （９施策） 

 Ｈ 観光・地域活性化施策との連携 （８施策） 

 Ｉ 情報発信の連携・強化 （７施策） 
 

施策のポイント 実施項目 実施内容等 実施主体 27 28 29 30 31 32 33

G 駅を核としたまちづくり

20 駅周辺への都市機能集約
駅周辺の各種都市機能の立地

を促進

病院　学校　商業施設　金融機

関等の立地促進
沿線全市町・福井県

21 駅周辺の土地利用誘導
駅周辺に良好な市街地形成を

誘導
住宅地・事業用地の形成を誘導 沿線全市町・福井県

22 福井駅を中心とした居住の誘導
福井駅を中心に、まちなか住ま
い支援事業を推進し居住の誘

導を行う

二世帯型住宅建設等補助、隣

接地との共同建て住宅建設補
助、小規模集合住宅建設補助、

リフォーム補助、若年夫婦世帯

等への家賃補助

福井市

23 福井駅前への店舗誘致 中央1丁目出店者への支援
店舗開業経費補助や、家賃補

助

福井市

まちづくり福井(株)

24 既存施設の活用
駅周辺に立地する公共施設の

利用推進
沿線全市町・福井県

25 既存施設の複合化
行政出先機関の統廃合時に
は、駅周辺にある施設への移

転・集約を検討

沿線全市町・福井県

26 サービス供給の拠点化

サービスセンター　児童館　保

育園　高齢者日帰りデーサービ

ス等

新設や移転時には駅周辺への
配置を検討

沿線全市町・福井県

27 駅周辺施設の整備
駅を含めたエリア全体での観光
資源拡充

三国駅周辺における歩道等の
整備

坂井市

28 交流施設としての駅の活用
観光客や市民が喫茶を楽しみ
ながら集える交流施設の運営

勝山駅でのえち鉄カフェの運営 えちぜん鉄道

H 観光・地域活性化施策との連携

29 地域色を活かした企画

広域連携による観光の推進

目的別情報発信

オリジナルグッズの作成・販売

沿線特産品の販売促進

自転車用観光地巡りマップ
オリジナル乗車券

駅周辺の新鮮野菜販売

沿線特産品の交流販売・コラボ

メニュー開発

えちぜん鉄道・

沿線全市町・福井県

30 企画列車の運行 企画列車の運行

ハロウィーン列車（実施中）等の

運行、観光地とのタイアップ企

画、宿泊施設･観光施設と連携

したサービス企画

えちぜん鉄道

31 観光用コミュニティバスの運行
土日祝に観光用コミュニティバ

スを運行

勝山駅と勝山市内を巡る観光用

コミュニティバスの運行
勝山市

32 企画バスの運行 鉄道と連携した企画バスの運行

福井駅・あわら湯のまち駅・勝山

駅等の主要拠点駅を中心に観

光地とタイアップした企画バスを

運行

バス事業者・

えちぜん鉄道

33 臨時バスの運行
祭事開催に合わせ、鉄道と連携

した臨時バスの運行

三国花火、フェニックス祭り等で

の臨時バスや増便運行

バス事業者・

えちぜん鉄道

34
バス観光を中心としたフリーきっ

ぷ

鉄道からバスに乗換えて観光し
やすいように、バスのフリーキッ

プの利用促進

休日1日フリーキップ、海岸方
面、東尋坊方面への2日間フ

リーキップ

バス事業者

35 レンタサイクルの利用拡大 レンタル用自転車の更新
えちぜん鉄道・

沿線全市町

36 サイクルトレインの利用促進
自転車関連イベントとの

タイアップ

えちぜん鉄道・

福井県・沿線全市町

既存公共施設の利活用推進

自転車を活かしたサービスの充

実

 

実 施 中 の 事 業 
検討・調整中の事業
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施策のポイント 実施項目 実施内容等 実施主体 27 28 29 30 31 32 33

I 情報発信の連携・強化

37 主要駅に観光案内窓口設置 土日限定等で開設
沿線全市町・

えちぜん鉄道

38
アテンダントによる車内での
観光案内

観光シーズンを中心 えちぜん鉄道

39 駅・車内でのポスターの掲出 イベント情報等を提供 沿線全市町・福井県

40
電車に設置されているモニター

の利用
動画による情報発信 沿線全市町・福井県

41 沿線共同での情報発信

沿線市町と県が共同で沿線イベ

ントや観光情報・地域情報等を
発信

市町・県の広報媒体やホーム

ページの活用

沿線全市町・福井県・

えちぜん鉄道

42
双方向・ダイレクトコミュニケー

ションの促進

スマートフォン向けアプリの開

発、Facebook等の活用

乗り換え情報や駅周辺の観光

情報を提供

えちぜん鉄道・

沿線全市町

43
勝山市コミュニティバスの時刻

表作成
時刻表の作成

全路線の時刻が一冊にまとまっ

た時刻表の作成と配布
勝山市

駅・車内での地域情報・行政情

報の提供

駅・車内での観光情報発信

実 施 中 の 事 業 
検討・調整中の事業
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目標４ 住民・行政・事業者が協働で利用促進する公共交通の実現 

 Ｊ 乗る運動・利用促進 （８施策） 

 Ｋ 地域住民との連携 （４施策） 

施策のポイント 実施項目 実施内容等 実施主体 27 28 29 30 31 32 33

J 乗る運動・利用促進

44 自治体による利用促進

通勤・出張時の電車利用

行事・イベント時の電車利用促

進

自治体職員の通勤及び出張時

のえちぜん鉄道利用の強化

行事等には電車利用での参加
を推進

沿線全市町・福井県

45 カー・セーブ運動の推進
カー・セーブデー（毎週金曜日）

の実施

運賃割引

参加企業の拡大

福井県、沿線全市町・

えちぜん鉄道・
バス事業者

46 沿線事業所への利用働きかけ
沿線事業所等への電車利用の

働きかけ

沿線事業所等へ電車通勤の働

きかけ

社用移動時のえちぜん鉄道利
用推進

えちぜん鉄道・

沿線全市町

47
こどもが電車に乗るきっかけづく

り

遠足等でのえちぜん鉄道利用

推進

遠足時の運賃を補助
各学校へのルート・最寄施設等

の情報提供

沿線全市町

48
通勤・通学でのえちぜん鉄道利

用促進
通学、通勤利用の促進

えちぜん鉄道を利用した通勤・

通学のＰＲ、啓発等
沿線全市町

49 利用促進イベントの開催 （例）お客様感謝イベントの開催
電車の利用ＰＲ
沿線特産品の販売

えちぜん鉄道支援の広報等

えちぜん鉄道

50
公共交通とまちづくりに向けた

意識啓発と利用促進

公共交通とまちづくりへの意識

啓発と利用促進

カーフリーデーやまちフェスなど

の各種イベントに合わせた、公

共交通とまちづくり事業の実施

市民団体・企業・
えちぜん鉄道・

バス事業者・

福井市・福井県

51 免許返納制度の推進
65歳以上の住民を対象にした自
動車免許返納制度の推進

免許返納者には住基カード発

行手数料免除や、コミュニティ

バスの無料乗車券等を交付

沿線全市町

K 地域住民との連携

52 サポーターズクラブの強化
入会の推進
協賛企業の拡大

会員による利用の拡大

会員向け情報発信の強化（ＤＭ

会報誌）
特典の拡大強化（セット券　協賛

店サービス）

会員向け企画の実施

えちぜん鉄道
（えちてつサポーター

ズクラブ）

53 サポート会の活動

利用啓発活動

駅舎・沿線等の環境向上活動

イベント・ツアーの開催

菜の花播種　寄せ植えコンテス

ト（あわら市）等
サポート会で電車に乗って行く

ツアーの実施

各サポート会・
沿線全市町

54 福井市バストリガー制度の導入 バストリガー制度の実施

生活・観光路線である鮎川線の

維持向上に向けて、沿線住民に

よる乗る運動とバス停周辺の清

掃活動等の実施

福井市・沿線住民・

バス事業者

55
駅を活用した住民主体のまちづ
くり活動の促進

えちぜん鉄道・福井鉄道が相互

乗入れする田原町駅において
住民主体のまちづくり活動を展

開する

フリースペースやガーデニング

スペースを設け、市民の作品展
示やガーデニングによる潤いを

演出する

福井市・沿線住民

 

 

福井市バストリガー制度について 

バストリガー制度とは、延長 30km の広域路線バス「鮎川

線」において、上限 1,190 円の運賃を 700 円に引き下げ、代

わりに沿線住民の利用を促す。具体的には、年間 4,400 人/

年の利用目標と、バス停周辺の清掃やバス停の簡易修繕等を

行う。この目標は点数化され一定の基準を達成できれば維持

され、未達成の場合は減便や途中での乗継ぎ運行になる。ま

たフリークーポンを発行し、越前海岸への観光の利用を促す

もの。 

実 施 中 の 事 業 
検討・調整中の事業

年間利用者数の増加 

バス停の清掃 
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５－３ 計画推進のための指標 

 

【事業実施状況の評価】 

目指すべき公共交通の将来像の目標と、将来像を実現させるための実施目標の 4 項目、合計

5 つの目標について指標を設定し評価を行います。 

 

 

（１）目指すべき公共交通の将来像の指標 

「車と比べても『選ばれる移動手段』になる」 

評価項目 

数値目標 

定義および根拠 現状 

（Ｈ27.3.31） 

将来目標 

（Ｈ34.3.31）

（評価指標１） 

公共交通の利用者数 

743 万人／年 

 

748 万人／年

 

定義：えちぜん鉄道、路線バス、各

市町のコミュニティバス（デマンド

バス、デマンドタクシー、地域バス

を含む）の利用者合計 

 

根拠：公共交通の利用者を１％増加

させる。（えち鉄 333 万人+路線バス

は現状維持＋コミュニティバス等

は１％程度増加の合計） 

 

計測方法：交通事業者にヒアリング

 

 

1％増加
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（２）目指すべき公共交通の将来像を実現させるための実施目標の指標 

 

■目標１ 地域の交通として利用したくなる公共交通の実現 

評価項目 

数値目標 

定義および根拠 現状 

（Ｈ27.3.31） 

将来目標 

（Ｈ34.3.31）

（評価指標２） 
新駅の利用者数 

― 60,000 人／年 

定義：福井駅口駅と西別院駅の中間に

設置される新駅の利用者数 
 
根拠：開業時の利用見込み人数30,000
人/年と予測、過去の新駅実績（約 2
倍）と同程度と考える 
 
計測方法：交通事業者へのヒアリング

（評価指標３） 
相互乗入れによる 

利用者数 
31,496 人／年 153,000 人／年

定義：フェニックス田原町ラインの利

用者数 
 
根拠：相互乗入れに関する事業検討会

議による試算。通勤定期利用者95,000
人/年、通学定期利用者 58,000 人/年 
 
計測方法：交通事業者へのヒアリング

（評価指標４） 
えちぜん鉄道利用者

の満足度 
65％ 85％ 

定義：幹線交通軸としての利用者の満

足度を把握する。 
 
根拠：H23.4 実施のえちぜん鉄道アン

ケート「問６-総合的な満足度」につい

て、満足度を 20 ポイント向上させる 
 
計測方法：アンケート調査 

 

 

■目標２ 安全・安心に利用できる公共交通の実現 

評価項目 

数値目標 

定義および根拠 現状 

（Ｈ27.3.31） 

将来目標 

（Ｈ34.3.31） 

（評価指標５） 
交通事故の減少数 

1,529 件／年 1,376 件／年 

定義：６市町の人身事故件数 
 
根拠：６市町全体で H25→H26 が約２

割減少しているが、将来目標としては

1 割減少を目指す 
 

計測方法：福井県警にヒアリング 

（評価指標６） 
故障等部内原因による

鉄道の遅延障害件数 
２件／年 0 件／年 

定義：故障等の部内原因による、えち

ぜん鉄道の遅延障害件数 
 
根拠：遅延障害を 0 に近づける 
 
計測方法：えちぜん鉄道にヒアリング

20 ポイント増 

1 割減

※連絡乗車券 
利用者数
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■目標３ 車に頼り過ぎないまちづくりや広域観光と連携した公共交通の実現 

評価項目 

数値目標 

定義および根拠 現状 

（Ｈ27.3.31） 

将来目標 

（Ｈ34.3.31） 

（評価指標７） 
鉄道とバスが接続す

る主要拠点駅周辺（半

径 500ｍ圏域）の人口 

16,777 人／年 16,777 人／年 

定義：松岡駅、永平寺口駅、勝山駅、

田原町駅、あわら湯のまち駅、三国

駅の半径 500ｍ以内の町丁目の合計

人口 
 
根拠：6 市町全体の人口が減少して

いることから、現状維持とする 
 
計測方法：住民基本台帳ベース 

（各年 4 月 1 日付） 

（評価指標８） 
鉄道とバスが接続す

る主要拠点駅周辺（半

径 100ｍ圏域）の生活

利便施設の立地件数 

44 施設 44 施設以上 

定義：松岡駅、永平寺口駅、勝山駅、

田原町駅、あわら湯のまち駅、三国

駅の半径 100ｍ以内に立地する生活

利便施設の合計 
 
計測方法：住宅地図上でカウント 

（評価指標９） 
レンタサイクルの 

利用者数 
14,000 人／年 16,800 人／年 

定義：ふくチャリ、えち鉄主要駅、

朝倉氏遺跡、湯けむり創生塾、三國

湊レンタサイクルまち流し号、ゆめ

おーれ勝山の利用者数の合計 
 
根拠：健康志向の高まりや、北陸新

幹線開業によるまちなか散策等の

観光客が増加しているため、利用者

を 2 割増加させる 
 
計測方法：市町・事業者へのヒアリ

ング 

（評価指標 10） 
企画列車・企画バスの

合計本数 
13 本 15 本 

定義：交通事業者が企画運行する列

車やバスの運行本数 
（朝倉特急バス、レイニーバス、さく

ら号、竜王ライナー、すいせん号、永

平寺特急バス、スキージャム号、三国

花火バス、ハロウィーン列車、左義長

まつりツアー、勝山小原地区散策ツア

ー、取立山トレッキングツアー、恐竜

電車） 
 
根拠：北陸新幹線開業による交流人

口が増加していることから、交通事

業者の企画運行本数を 2割程度増加

（えち鉄・京福バスが１企画ずつ増

加させる） 
 
計測方法：交通事業者にヒアリング

 

2 割増

現状維持

2 割増
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■目標４ 住民・行政・事業者が協働で利用促進する公共交通の実現 

評価項目 

数値目標 

定義 現状 

（Ｈ27.3.31） 

将来目標 

（Ｈ34.3.31） 

（評価指標 11） 
サポート会等の 

市民活動の活動回数

45 回／年 50 回／年 

定義：えち鉄サポート会、サポート

団体加盟の NPO・老人会・婦人会、

鮎川線トリガー等 
 
根拠：地域(自分)のまちづくりの一

環として定着した市民活動回数を 1
割増加させる 
 
計測方法：活動団体にヒアリング 

（評価指標 12） 
鉄道を使った 
遠足利用者数 

146 団体／年 146 団体／年 

定義：中学生以下の児童生徒の遠足

利用の団体数 
 
根拠：児童生徒数の減少においても

積極的な利用促進を行い、横ばい推

移を維持する 
 
計測方法：交通事業者にヒアリング

 

1 割増

現状維持
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５－４ 計画推進体制 
この計画に掲載した利用促進の各施策をスパイラルアップ的に推進するため、地方自治体と

えちぜん鉄道、京福バスが協働し、社会情勢の変化に応じた評価・改善の仕組みを定めます。 

 

（１）ＰＤＣＡサイクルの実行 

本計画で掲げた目標を達成するために、コンパク

トで住みやすいまちづくりに向けた新たな取組みの

計画（Plan）を策定し、計画された取組みを継続的

に実施する（Do）、実施した取組みについて検証お

よび評価し（Check）、問題点があれば見直しを検討

する（Action）、このような PDCA サイクルを実行

していきます。継続的に連携協議会では、点検・評

価の結果を受けて、見直しや修正が必要であれば、

適時修正を行い計画期間中の推進を図ります。 

 

（２）ＰＤＣＡサイクルの実施体制 

PDCA サイクルの実行は、妥当性・有効性・効率性・持続性等の視点を踏まえ、えちぜん

鉄道活性化連携協議会が、形成計画の進捗管理および施策の評価・検証を行います。 

実施体制としては、えちぜん鉄道活性化連携協議会のもとに「支援管理部会」「バス交通推

進部会」「えちぜん鉄道・福井鉄道利用転換推進部会」の３つの部会を設置します。 

各部会はプロセスの過程だけを評価・検証するのではなく、施策を実施し、どのような効

果があったのか、なぜ成果が出なかったのか、何をすれば利用者のニーズに応えられるのか

等、施策を具体的に評価・検証し連携協議会に報告します。 

連携協議会は各部会から報告を受けた内容を踏まえ、形成計画全体の進捗管理および施策

の評価・検証を行います。 

 

図-PDCA サイクルの実施体制のイメージ 

図- PDCA サイクルのイメージ 
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（３）協議会及び部会の役割り 

えちぜん鉄道活性化連携協議会のもとに設置された各部会の役割りは以下のとおりです。

また各部会の委員は必要に応じて追加できるものとします。 

 

≪えちぜん鉄道活性化連携協議会 委員≫ 

所     属 役  職 氏  名 

委員 

国立大学法人  

福井大学大学院 
教授 川上 洋司 

勝山市 市長 山岸 正裕 

福井市 市長 東村 新一 

あわら市 市長 橋本 達也 

坂井市 市長 坂本 憲男 

永平寺町 町長 
松本 文雄（H22.10.4～H26.3.11） 

河合 永充（H26.3.12～） 

えちぜん鉄道 

沿線サポート団体連絡会 
会長 和田 高枝 

特定非営利活動法人  

ふくい路面電車とまちづくりの会 
会長 内田 佳次 

福井商工会議所 会頭 川田 達男 

えちぜん鉄道株式会社 代表取締役社長
見奈美 徹（H22.10.4～H25.6.13） 

豊北 景一（H25.6.14～） 

専門委員 

国土交通省 

中部運輸局鉄道部 
鉄道部長 

大野 義明（H22.10.4～H24.3.31） 

湯田 豊人（H24.4.1～H26.3.31） 

梶川 真一（H26.4.1～） 

国土交通省 

中部運輸局福井運輸支局 
支局長 

辻  俊雄（H22.10.4～H23.3.31） 

原  良康（H23.4.1～H24.3.31） 

牟田 光良（H24.4.1～H25.3.31） 

中原  拓（H25.4.1～H26.3.31） 

長谷川 雅巳（H26.4.1～） 

福井県 総合政策部長

森近 悦治（H22.10.4～H23.3.31） 

東村 健治（H23.4.1～H27.5.18） 

山田 賢一（H27.5.19～） 

大野市 産経建設部長
佐子 重夫（H27.3.23～H27.3.31） 

朝日 俊雄（H27.4.1～） 

公益社団法人 福井県バス協会 会長 天谷 幸弘（H27.3.23～） 
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① 支援管理部会 

支援管理部会は、鉄道の利用促進策の検討や、市町が行う支援の進行管理・調整、バス交

通の連携を推進するための事業計画の策定、計画に位置付けられた事業の進捗管理に関して、

具体的に評価・検証を行い、えちぜん鉄道活性化連携協議会に報告します。 

≪委員および事務局≫ 

所     属 役 職 

委 員 

福井市地域交通課 課長 

勝山市環境政策課 課長 

あわら市市民生活課 課長 

坂井市企画情報課 課長 

永平寺町総務課 課長 

事務局 福井市地域交通課 

 

 

② バス交通推進部会 

バス交通推進部会は、鉄道とバス交通の連携を推進するための事業計画の策定、計画に位

置付けられた事業の進捗管理に関して、具体的に評価・検証を行い、えちぜん鉄道活性化連

携協議会に報告します。 

≪委員および事務局≫ 

所     属 役 職 

委 員 

福井市地域交通課 課長 

勝山市環境政策課 課長 

あわら市市民生活課 課長 

坂井市市民生活課 課長 

永平寺町総務課 課長 

大野市建設整備課 課長 

えちぜん鉄道㈱ 部長 

京福バス㈱ 部長 

専門委員 
国土交通省中部運輸局 福井運輸支局 首席運輸企画専門官 

福井県交通まちづくり課 課長 

事務局 福井市地域交通課 
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③ えちぜん鉄道・福井鉄道利用転換推進部会 

えちぜん鉄道・福井鉄道利用転換推進部会は、自動車から公共交通機関等への転換を進め

るために、事業計画の策定、計画に位置付けられた事業の進捗管理に関して、具体的に評価・

検証を行い、えちぜん鉄道活性化連携協議会に報告します。 

≪委員および事務局≫ 

所     属 役 職 

委 員 

えちぜん鉄道㈱ 代表取締役社長 

福井鉄道㈱ 代表取締役社長 

福井県交通まちづくり課 課長 

福井市都市戦略部 部長 

勝山市市民・環境部 部長 

鯖江市総務部 部長 

あわら市市民福祉部 理事 

越前市企画部 部長 

坂井市総務部 部長 

永平寺町総務課 課長 

事務局 福井県交通まちづくり課 
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